
㕥㮵医療科学大学 

 

第㸰㸫㸰期の活動計画の㐩成状況 

 

㔜点分㔝 12㸸各学科教育の特色㸦放射線技術科学科㸧 

【基本方㔪:1】 
 学科教育の特色と㨩力づくり 
【基本方㔪:2】 
 国家㈨格試㦂またはㄆ定㈨格試㦂の合格率の目標設定とその㐩成に向けた教育指導 
【中期計画】2018年度-2020年度 
1.学生および保ㆤ者の期待に応えるための教育内容の充実と教育方法・教授方法の更なる改善 
2.効果的な学習支援と向学心の㧗揚への取り組み 
3.各㈨格試㦂の合格率及び入学者あたりの合格率の目標設定とその㐩成に向けた教育指導 
4.市民公㛤ㅮ座を㛤催する 

㈐任者:放射線技術科学科㛗 
分担者:武藤裕衣㸦学科教務担当㸧 
事務局:教務ㄢ 

㸰㸮㸯㸷年度活動計画 

対応する中期計画㡯目 活動計画内容 

1㸬教育内容の充実と教育 

方法・教授方法の改善 

 

 

 

 

 

䞉学生教⫱用䛻準備䛥䜜䛯最新医療機器䜢使䛔䚸⮫床現場䛻則䛧䛯学内
実⩦䜢実施䛧教⫱内容䜢充実化䛩䜛䚹䛭䛾䛯䜑䛻䚸ィ画的䛺機器䛾更
新䞉⟶理㐠用䜢⾜䛖䚹令和元年度䛻䛿䚸X⥺撮影⿦⨨䠍台䛾更新䛸 CTDI
測定用䝣䜯䞁䝖䝮䛾新つ㉎入䜢ィ画䛧䛶䛔䜛䚹 
䕔㐩成(100%) 䕕䜋䜌㐩成(実⾜中䞉80%) 䕕㐜䜜有(50%) 䕕大幅䛺㐜䜜有(30%未満)  

上グ㐩成状況䛾具体的内容 

   ㉎入䞉更新䛷䛝䛯 
 
䞉本学科䛷䛿䚸全国⣙ 300施タ䛸䛔䛖日本最大つ模䛾⮫床実⩦指導施タ䛸
㐃携䛧䛶䛔䜛䚹学生䛜希望䛩䜛地域䛷䛾㉁䛾㧗䛔⮫床実⩦䜢実現䛩䜛
䛸䛸䜒䛻䚸実⩦期㛫中䛾䝖䝷䝤䝹䜢㜵䛠䛯䜑䚸改善点䛸䛧䛶以下䜢ィ画䛩
䜛䚹 
䐟 1.2年向䛡䛾䛂病㝔ぢ学䝬䝙䝳䜰䝹䛃䜢作成䛧䚸全員対㇟䛾ㄝ明会䜢
㛤催䛩䜛䚹 

䕔㐩成(100%) 䕕䜋䜌㐩成(実⾜中䞉80%) 䕕㐜䜜有(50%) 䕕大幅䛺㐜䜜有(30%未満)  

上グ㐩成状況䛾具体的内容 

病㝔ぢ学䛾䝬䝙䝳䜰䝹䜢作成䛧䚸ㄝ明会䜢㛤催䛧䛯 
 

䐠 3年 4月時䛻⮫床実⩦希望施タㄪ査䜢⾜䛖䛸䛸䜒䛻教員䛸䛾協㆟㠃
ㄯ等䜢⤒䛶⮫床実⩦指導施タ䜢仮決定䛩䜛 

䕔㐩成(100%) 䕕䜋䜌㐩成(実⾜中䞉80%) 䕕㐜䜜有(50%) 䕕大幅䛺㐜䜜有(30%未満)  

上グ㐩成状況䛾具体的内容 

全員無事䛻⮫床実⩦指導施タ䛜決䜎䛳䛯 
 

䐡 3年前期学内実⩦䛻䛚䛔䛶䚸学内教員䛻䜘䜚OSCE様䛾確ㄆヨ㦂䜢
導入䛩䜛䚹 

䕔㐩成(100%) 䕕䜋䜌㐩成(実⾜中䞉80%) 䕕㐜䜜有(50%) 䕕大幅䛺㐜䜜有(30%未満)  

上グ㐩成状況䛾具体的内容 

患⪅接㐝䜢中心䛻⾜䛳䛯 
 

䐢 ⮫床実⩦中䚸毎日䛾㐺度䛺目標タ定䛸䝫䝆䝔䜱䝤䝣䜱䞊䝗䝞䝑䜽䛚䜘
䜃䝸䝣䝺䜽䝅䝵䞁䜢促䛩独⮬䛾䛂⮫床実⩦䝜䞊䝖䠄䝫䞊䝖䝣䜷䝸䜸䠅䛃䜢作
成䛧䚸効果的䛺⤒㦂学⩦䜢促㐍䛩䜛䚹 

䕔㐩成(100%) 䕕䜋䜌㐩成(実⾜中䞉80%) 䕕㐜䜜有(50%) 䕕大幅䛺㐜䜜有(30%未満)  

上グ㐩成状況䛾具体的内容 

実⩦䝜䞊䝖䜢点検䛧䛯 
 



㕥㮵医療科学大学 

 

⮫床実⩦前学内実⩦䛻䛚䛔䛶䚸医療安全䜔デ療放射⥺技師䛾知㆑向

上䛻㈨䛩䜛ㅮ⩏䛚䜘䜃䜾䝹䞊䝥䝽䞊䜽䜢⾜䛖䚹 
䕔㐩成(100%) 䕕䜋䜌㐩成(実⾜中䞉80%) 䕕㐜䜜有(50%) 䕕大幅䛺㐜䜜有(30%未満)  

上グ㐩成状況䛾具体的内容 

   ㅮ⩏䛚䜘䜃䜾䝹䞊䝥䝽䞊䜽䜢⾜䛳䛯 
 
䞉⮫床実⩦報告会䜢㛤催䛧䚸䜰䜽䝔䜱䝤䝷䞊䝙䞁䜾䜢実㊶䛩䜛䚹 

䕔㐩成(100%) 䕕䜋䜌㐩成(実⾜中䞉80%) 䕕㐜䜜有(50%) 䕕大幅䛺㐜䜜有(30%未満)  

上グ㐩成状況䛾具体的内容 

   㛤催䛧䛯 

㸰. 学習支援と向学心の 

㧗揚 

 

 

 

䞉1年次䜘䜚担任制䜢導入䛧䚸個別㠃ㄯ体制䜢整䛘䛶䛔䜛䛜䚸成⦼下位⪅䛻
䛴䛔䛶䚸4 月䛻⾜䛖㠃ㄯ䛷䛿学科内䛷情報共有䜢⾜䛔䚸䜽䝷䝇担任䛾䜏
䛺䜙䛪教科担当教員䛛䜙䛾学⩦支援䜢実施䛩䜛䚹 
䕕㐩成(100%) 䕔䜋䜌㐩成(実⾜中䞉80%) 䕕㐜䜜有(50%) 䕕大幅䛺㐜䜜有(30%未満)  

上グ㐩成状況䛾具体的内容 

   㠃ㄯ䜢⾜䛳䛯䛜成果䛾上䛜䜙䛺䛔学生䛜䛔䛯 
 
䞉欠席䛜目立䛴学生䛻対䛧䛶䚸授業担当教員䠄学科教員䠅䛸担任教員䛜情
報共有㐃⤡䛧䚸学生指導䛻䛴䛺䛢䜛取䜚⤌䜏䜢⥅⥆䛩䜛䚹 
䕔㐩成(100%) 䕕䜋䜌㐩成(実⾜中䞉80%) 䕕㐜䜜有(50%) 䕕大幅䛺㐜䜜有(30%未満)  

上グ㐩成状況䛾具体的内容 

   教務ㄢ䛾㐃⤡䜔授業担当⪅䛛䜙䛾情報䜢共有䛧学生䛾指導䜢⾜䛳䛯 
 
䞉1 年後期䜘䜚㛤ㅮ䛥䜜䜛専㛛基礎科目䞉専㛛科目䛻䛚䛔䛶䚸本学科䛜目
指䛩専㛛㈨格䠄デ療放射⥺技師国家ヨ㦂䚸第一種放射⥺取扱主任⪅䠅
䛾取得䜢意㆑䛧䛯ㅮ⩏䜢⾜䛖䚹 
䕕㐩成(100%) 䕔䜋䜌㐩成(実⾜中䞉80%) 䕕㐜䜜有(50%) 䕕大幅䛺㐜䜜有(30%未満)  

上グ㐩成状況䛾具体的内容 

   1年生䛷䛿第 1種放射⥺取扱主任⪅䜢受䛡䛺䛛䛳䛯 
 
䞉䜺䜲䝎䞁䝇時䛻学生䛻䛂䜹䝸䜻䝳䝷䝮䝬䝑䝥䛃䛻成⦼䜢グ㘓䛩䜛䜘䛖指導䛩䜛
䛸䛸䜒䛻䚸㠃ㄯ等䛷担任䛜確ㄆ䜢⾜䛔䚸学⩦支援䜢⾜䛖䚹 
䕔㐩成(100%) 䕕䜋䜌㐩成(実⾜中䞉80%) 䕕㐜䜜有(50%) 䕕大幅䛺㐜䜜有(30%未満)  

上グ㐩成状況䛾具体的内容 

   䜺䜲䝎䞁䝇䛷ㄝ明䜢⾜䛔㠃ㄯ䛷確ㄆ䛧䛯 

㸱. 合格率及び入学者あた

りの合格率の目標設定と

その㐩成に向けた教育指

導 

 

 

䞉国家ヨ㦂合格率䛾目標値䛿 95䠂䚸入学⪅䛒䛯䜚䛾合格率䛿 75䠂䚹 
䕕㐩成(100%) 䕔䜋䜌㐩成(実⾜中䞉80%) 䕕㐜䜜有(50%) 䕕大幅䛺㐜䜜有(30%未満)  

上グ㐩成状況䛾具体的内容 

   国ヨ合格 97.8䠂䚸入学⪅䛒䛯䜚䠓0.5䠂䛷䛒䛳䛯 
 
䞉入学⪅䛒䛯䜚合格率䛾目標䜢㐩成䛩䜛䛯䜑䚸特䛻国家ヨ㦂対㇟科目䛾
授業䛻䛚䛔䛶早䛟䛛䜙意㆑付䛡䜢䛧䚸学⩦意欲䜢向上䛥䛫䜛䚹 
䕔㐩成(100%) 䕕䜋䜌㐩成(実⾜中䞉80%) 䕕㐜䜜有(50%) 䕕大幅䛺㐜䜜有(30%未満)  

上グ㐩成状況䛾具体的内容 

   授業䛷国ヨ䛾問㢟䛾ゎㄝ䜢取䜚入䜜䛯 
 
䞉国家ヨ㦂合格率䛾目標䜢㐩成䛩䜛䛯䜑䛻䠐年㐍⣭時䛻デ療放射⥺技師
免チ䜢有䛧䛶䛔䜛教員䛜中心䛸䛺䛳䛶䚸国家ヨ㦂対⟇䜢⾜䛔䛭䛾情報䜢
共有䛧䚸思䛔䜔䜚䛒䜛姿勢䛷教⫱指導䜢⾜䛖䚹合格率䜢䜘䜚向上䛥䛫䜛䛯
䜑䛾改善点䛸䛧䛶以下䜢ィ画䛩䜛䚹 
䐟 成⦼不振⪅䛻対䛧䚸模擬ヨ㦂⤊了後䚸学生⮬㌟䛜作成䛧䛯ゎㄝ書
䜢䜽䝷䝇担任䛜確ㄆ䛧教⫱指導䛩䜛䚹 

䕕㐩成(100%) 䕔䜋䜌㐩成(実⾜中䞉80%) 䕕㐜䜜有(50%) 䕕大幅䛺㐜䜜有(30%未満)  

上グ㐩成状況䛾具体的内容 

   指導䛩䜛䜒䛷䛝䛺䛔学生䛜䛔䛯 
 
䐠 新傾向䜔応用問㢟䜈䛾対応力䜢向上䛩䜛䛯䜑䚸年 3 回実施䛥䜜䜛
業⪅模擬ヨ㦂䛻䛴䛔䛶䚸学生䛜受㦂䛩䜛䜘䛖教⫱指導䛩䜛䚹 
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䕕㐩成(100%) 䕕䜋䜌㐩成(実⾜中䞉80%) 䕔㐜䜜有(50%) 䕕大幅䛺㐜䜜有(30%未満)  

上グ㐩成状況䛾具体的内容 

   ⤒済的䛺理由䛷参加⪅䛜増䛘䛺䛛䛳䛯 
 
䛣䛾他䚸合格率䛾目標㐩成䛻向䛡䛯以下䛾教⫱指導䜢⥅⥆䛩䜛䚹 
䐟 学科内䛻国家ヨ㦂対⟇委員会䜢タ⨨䛧䚸毎月会㆟䜢㛤催䛩䜛䚹 
䕔㐩成(100%) 䕕䜋䜌㐩成(実⾜中䞉80%) 䕕㐜䜜有(50%) 䕕大幅䛺㐜䜜有(30%未満)  

上グ㐩成状況䛾具体的内容 

㛤催䛧䛯 
 

䐠 4年後期䚸㐌一日䚸国ヨ対⟇ㅮ⩏䜢㛤ㅮ䛩䜛䚹 
䕔㐩成(100%) 䕕䜋䜌㐩成(実⾜中䞉80%) 䕕㐜䜜有(50%) 䕕大幅䛺㐜䜜有(30%未満)  

上グ㐩成状況䛾具体的内容 

10月䚸11月䛻⿵ㅮ䛸䛧䛶 60 䝁䝬⾜䛳䛯 
 

䐡 年 8回䚸学内模擬ヨ㦂䜢実施䛩䜛䠄学内教員䛜問㢟作成䛧䚸ヨ㦂後
䛻対⟇ㅮ⩏䜢㛤催䛩䜛䠅䚹 

䕔㐩成(100%) 䕕䜋䜌㐩成(実⾜中䞉80%) 䕕㐜䜜有(50%) 䕕大幅䛺㐜䜜有(30%未満)  

上グ㐩成状況䛾具体的内容 

予定㏻䜚⾜䛳䛯 
 

䐢 模擬ヨ㦂後䛾担任個人㠃ㄯ䜢実施䛧䚸生活状況䛾改善䜔国家ヨ
㦂学⩦支援䠄個人指導䠅䜢⾜䛖䚹 

䕕㐩成(100%) 䕔䜋䜌㐩成(実⾜中䞉80%) 䕕㐜䜜有(50%) 䕕大幅䛺㐜䜜有(30%未満)  

上グ㐩成状況䛾具体的内容 

⾜䛳䛯䛜成果䛾現䜜䛺䛔学生䛜䛔䛯 
 

䐣 模擬ヨ㦂成⦼不振⪅䜈䛾保ㆤ⪅䜈䛾成⦼㏻知䜢⾜䛖䚹 
䕔㐩成(100%) 䕕䜋䜌㐩成(実⾜中䞉80%) 䕕㐜䜜有(50%) 䕕大幅䛺㐜䜜有(30%未満)  

上グ㐩成状況䛾具体的内容 

⾜䛳䛯 
 

䐤 㐣年度 4年生䛻対䛧䚸特別留年支援制度䜢活用䛧䛶䚸成⦼䛾振䜛䜟
䛺䛛䛳䛯科目䛾⧞䜚㏉䛧履修䛸国ヨ対⟇用特別⿵ㅮ䛾㛤タ䜢⾜䛖䚹 

䕔㐩成(100%) 䕕䜋䜌㐩成(実⾜中䞉80%) 䕕㐜䜜有(50%) 䕕大幅䛺㐜䜜有(30%未満)  

上グ㐩成状況䛾具体的内容 

⾜䛳䛯 
 

䐥 㐣年度 4 年生䛻対䛧䛶䚸教員居室䛾㏆䛟䛷䛾⮬⩦室䜢タ定䛩䜛䛸䛸
䜒䛻䚸担任䛿担当学生䛾学⩦㐩成状況䜢㠃ㄯ䜎䛯䛿SUMS-PO䛻䜘
䜚把握䛩䜛䚹毎月㛤催䛩䜛国家ヨ㦂対⟇会㆟䛻䛶指導状況䜢共有
䛧䚸学⩦支援䜢促䛩䚹 

䕔㐩成(100%) 䕕䜋䜌㐩成(実⾜中䞉80%) 䕕㐜䜜有(50%) 䕕大幅䛺㐜䜜有(30%未満)  

上グ㐩成状況䛾具体的内容 

促䛧䛯 
 

䞉10 月以㝆模擬ヨ㦂䜔 9 月以㝆国家ヨ㦂対⟇ㅮ⩏䠄放射⥺科学特ㄽ䠅䛷
䛿䚸座席䜢模擬ヨ㦂成⦼㡰䠄成⦼下位⪅䛛䜙㡰䛻前方䠅䛻指定席䜢タ
定䛩䜛䚹 
䕔㐩成(100%) 䕕䜋䜌㐩成(実⾜中䞉80%) 䕕㐜䜜有(50%) 䕕大幅䛺㐜䜜有(30%未満)  

上グ㐩成状況䛾具体的内容 

   予定㏻䜚⾜䛳䛯 

4.市民公㛤ㅮ座を㛤催する 䞉デ療放射⥺技師䛾⫋務内容䜢広䛟多䛟䛾方䛻伝䛘䜛䛯䜑䛻市民公㛤ㅮ
座䜢㛤催䛩䜛䚹 
䕔㐩成(100%) 䕕䜋䜌㐩成(実⾜中䞉80%) 䕕㐜䜜有(50%) 䕕大幅䛺㐜䜜有(30%未満)  

上グ㐩成状況䛾具体的内容 

   㛤催䛧䛯 
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第㸰㸫㸰期の活動計画の㐩成状況 

 

㔜点分㔝 12㸸各学科教育の特色㸦医療栄㣴学科・管理栄㣴学専攻㸧 

【基本方㔪:1】 
 学科教育の特色と㨩力づくり 
【基本方㔪:2】 
 国家㈨格試㦂またはㄆ定㈨格試㦂の合格率の目標設定とその㐩成に向けた教育指導 
【中期計画】2018年度-2020年度 
1.医療栄㣴学科内専攻合同演習授業の構築 
2.学生および保ㆤ者の期待に応えるための教育内容の充実と教育方法・教授方法の更なる改善 
3.効果的な学習支援と向学心の㧗揚への取り組み 
4.各㈨格試㦂の合格率及び入学者あたりの合格率の目標設定とその㐩成に向けた教育指導 
5.市民公㛤ㅮ座の実施 

㈐任者:医療栄㣴学科㛗㸭管理栄㣴学専攻㛗 
分担者:三浦俊宏㸦管理栄㣴学専攻教務委員㸧 
事務局:教務ㄢ 

㸰㸮㸯㸷年度活動計画 

対応する中期計画㡯目 活動計画内容 

㸯.臨床検査学専攻との合

同演習授業の構築 

1.本学科䛜⟶理栄㣴学専攻䛸⮫床検査学専攻䛛䜙䛺䜛特徴䜢生䛛䛧䚸両
専攻学生䛾相互理ゎ䜢深䜑䛶将来䛾医療人䛸䛧䛶䛾ぢ㆑䜢広䜑䜛ヨ
䜏䜢㐍䜑䜛䚹⟶理栄㣴士䛸⮫床検査技師䛜共䛻参加䛩䜛䝏䞊䝮医療
䛷䛒䜛栄㣴䝃䝫䞊䝖䝏䞊䝮䠄NST䠅等䜢㢟材䛻䛧䛶䚸両専攻䛾学生䛜参
加䛧䛯演⩦授業䜢䚸木曜日䠍㝈䛾活用等䛻䜘䜚実施䛩䜛䚹 
䕔㐩成(100%) 䕕䜋䜌㐩成(実⾜中䞉80%) 䕕㐜䜜有(50%) 䕕大幅䛺㐜䜜有(30%未満)  

上グ㐩成状況䛾具体的内容 

⟶理栄㣴学専攻䠐年生学生䛜⮫床検査学専攻䠏年生学生䛻対䛧䛶 
  栄㣴指導䜢実施䛧䚸双方䛾学生䛛䜙好ホ䛷䛒䛳䛯䚹 
 
2.学科内の二専攻学生の相互交流を活発にするため、様々な交歓会
を企画する。 
䕔㐩成(100%) 䕕䜋䜌㐩成(実⾜中䞉80%) 䕕㐜䜜有(50%) 䕕大幅䛺㐜䜜有(30%未満) 

上グ㐩成状況䛾具体的内容 

上グ合同演⩦䛻加䛘䛶䚸両専攻䛾卒業研究発⾲会䚸䝇䝫䞊䝒交流

会䚸䠍年生䜸䝸䜶䞁䝔䞊䝅䝵䞁䛺䛹䜢合同䛷実施䛧䛯䚹 

 
3.学科内の両専攻学生が、相互に他の専攻の授業を聴ㅮすることを
可能としたので、聴ㅮ状況の分析を行う。 
䕔㐩成(100%) 䕕䜋䜌㐩成(実⾜中䞉80%) 䕕㐜䜜有(50%) 䕕大幅䛺㐜䜜有(30%未満) 

上グ㐩成状況䛾具体的内容 

実㝿䛻参加䛧䛯学生䛿䛺䛛䛳䛯䛾䛷䚸䜰䞁䜿䞊䝖ㄪ査䜢⾜䛔問㢟点

䜢分析䛧䛯⤖果䚸現⾜䜹䝸䜻䝳䝷䝮䛜䝍䜲䝖䛷䛒䜛䛣䛸䜔䛭䜜䛮䜜䛾専攻

䛷㛤ㅮ䛥䜜䛶䛔䜛㑅択科目䜢優先䛩䜛䛣䛸䛺䛹䛾状況䛜䜟䛛䛳䛯䚹 

 

㸰.学生および保ㆤ者の期

待に応えるための教育内

容の充実と教育方法・教授

方法の更なる改善 

1.学生の学年㐍行に応じた学習のアウトカムを確ㄆするために、ア
チーブメントテストを 3年生から㡰次導入し、その活用を図る。 
䕔㐩成(100%) 䕕䜋䜌㐩成(実⾜中䞉80%) 䕕㐜䜜有(50%) 䕕大幅䛺㐜䜜有(30%未満)  

上グ㐩成状況䛾具体的内容 

3年生䛾䜰䝏䞊䝤䝯䞁䝖䝔䝇䝖䜢実施䛧䛯䚹䛭䜜䜢基䛻各学生䛾学⩦ 
  ⩦熟度䜢振䜚㏉䛥䛫䜛機会䛸䛧䛯䚹 
 
2.臨地実習の㔜要性に㚷みて、受け入れ施設との十分な事前協㆟を
図るとともに、派㐵学生の習熟度評価と実㊶的能力向上の取り組
みをめざす。上記アチーブメントテストを学生の習熟度評価に反
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映させる方向で検討する。 
䕕㐩成(100%) 䕔䜋䜌㐩成(実⾜中䞉80%) 䕕㐜䜜有(50%) 䕕大幅䛺㐜䜜有(30%未満)  

上グ㐩成状況䛾具体的内容 

全䛶䛾派㐵先施タ䛸䛾事前準備䛜完全䛻実施䛥䜜䛯䜟䛡䛷䛿䛺䛟䚸 
  今後䛥䜙䛺䜛実⩦前準備䛻取䜚⤌䜐ㄢ㢟䛜残䛳䛯䚹䜎䛯䜰䝏䞊䝤䝯䞁䝖 
  䝔䝇䝖䛾⤖果䜢実⩦参加せ件䛻反映䛥䛫䜛方向䛷検ウ䛻着手䛧䛯䚹 

 
3.実習試㦂の導入と拡大 
実習の効果をより可視化し㐺正な評価を行うために、実習の評価
法としてレポートによるだけでなく、実習試㦂を実施するように
してきた。この方向性を継続拡大し、学生の自主的学習態度の涵
㣴に務める。 
䕔㐩成(100%) 䕕䜋䜌㐩成(実⾜中䞉80%) 䕕㐜䜜有(50%) 䕕大幅䛺㐜䜜有(30%未満)  

上グ㐩成状況䛾具体的内容 

生化学学実㦂䚸基礎栄㣴学実⩦䛻導入䛧䚸実⩦内容䛾修得䜢向上 
  䛥䛫䛯䚹 
 
4. IR室との㐃携を基礎にして、学生の教育および生活の問㢟点を解
析し、その解決を図るための検討㈨料とする。 
䕔㐩成(100%) 䕕䜋䜌㐩成(実⾜中䞉80%) 䕕㐜䜜有(50%) 䕕大幅䛺㐜䜜有(30%未満) 

上グ㐩成状況䛾具体的内容 

教⫱䛾㉁保ド委員会䛻 IR 担当委員䜢加䛘䛶ㄢ㢟䛾掘䜚㉳䛣䛧䛻活

用䛩䜛体制䛜整䛳䛯䚹 

 
5.“教育の㉁保証委員会”を設置して教員がシラバスに沿った教育
を㐍めていることを評価確ㄆし、必要に応じて助言する体制確立
をめざす。 
䕔㐩成(100%) 䕕䜋䜌㐩成(実⾜中䞉80%) 䕕㐜䜜有(50%) 䕕大幅䛺㐜䜜有(30%未満)  

上グ㐩成状況䛾具体的内容 

上グ内容䛾活動䜢実施䛧䛯䚹 
 
6.学科内に教務委員会を立ち上げているので、問㢟点を両専攻の枠
を㉸えて協㆟する体制をより充実させる。 
䕔㐩成(100%) 䕕䜋䜌㐩成(実⾜中䞉80%) 䕕㐜䜜有(50%) 䕕大幅䛺㐜䜜有(30%未満)  

上グ㐩成状況䛾具体的内容 

上グ䛾体制䜢取䛳䛶䛚䜚䚸両専攻㛫䛷情報共有䛸教⫱䛾㉁䚸効率 
  向上䛻役立䛶䛶䛔䜛䚹 

㸱.効果的な学習支援と向

学心の㧗揚への取り組み 

 

1.学生の将来のキャリアプラニング充実を目的として、卒業生を含
む学内外の人を招き、モチベーション向上につながるような授業
形式の懇ヰ会㸭セミナーを計画する。 
䕕㐩成(100%) 䕔䜋䜌㐩成(実⾜中䞉80%) 䕕㐜䜜有(50%) 䕕大幅䛺㐜䜜有(30%未満)  

上グ㐩成状況䛾具体的内容 

就⫋担当教員䛛䜙学生䛻積極的䛻声䛜䛡䜢䛧䛯䚹卒業生䛺䛹外㒊 
  ㅮ師䜢招䛔䛯懇ヰ会䛿㛤催䛧䛯䛜䚸㔞的䚸㉁的䛻䜘䜚向上䛧䛶䛔䛟ㄢ
㢟䛜残䛳䛯䚹 

 
2.早期導入教育の充実 

1年生底力教育を利用して、管理栄㣴学専攻の立案に基づいて病㝔

や福祉施設での管理栄㣴士の仕事を見学する機会を設け、早期の

段㝵から学生の向学心㧗揚を目指す。 
䕔㐩成(100%) 䕕䜋䜌㐩成(実⾜中䞉80%) 䕕㐜䜜有(50%) 䕕大幅䛺㐜䜜有(30%未満)  

上グ㐩成状況䛾具体的内容 

上グ䜹䝸䜻䝳䝷䝮内䛷実施䛧䚸学生䛛䜙䜒好ホ䛷䛒䛳䛯䚹 

 

3.リメディアル教育の実効性向上 
受㦂者数減少が㐍み、入学者の学力レベル低下が懸念されるため
リメディアル教育の充実は喫緊のㄢ㢟である。対㇟となる学生に
リメディアル教育への参加を促し、成果としての学修到㐩度を担
任教員が把握してモチベーション向上をはかるように指導する。 
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䕕㐩成(100%) 䕔䜋䜌㐩成(実⾜中䞉80%) 䕕㐜䜜有(50%) 䕕大幅䛺㐜䜜有(30%未満)  

上グ㐩成状況䛾具体的内容 

䠍年生担任教員䜒積極的䛻䝣䜷䝻䞊䛧䚸一定䛾成果䛜得䜙䜜䛯䚹一 
  㒊䛻学生䛻十分䛺⮬ぬ䛸理ゎ䛜得䜙䜜䛺䛔事䜒䛒䛳䛯䛾䛷䚸今後䛾改    
  善䜢目指䛩䚹 

 
4.グループワークやアクティブラーニングなどをカリキュラムに導 
入して、学生が相互に学習することで向学心㧗揚につながるよう 
な機会を作る。 
䕔㐩成(100%) 䕕䜋䜌㐩成(実⾜中䞉80%) 䕕㐜䜜有(50%) 䕕大幅䛺㐜䜜有(30%未満)  

上グ㐩成状況䛾具体的内容 

ㅮ⩏䚸実⩦䛻導入䛧䛶学生䛜⮬䜙学䜆姿勢䛾涵㣴䛜㐍䜣䛰䚹国家 
  ヨ㦂対⟇䛷䜒学生相互䛾学⩦情報䛾共有䛸䛔䛖点䛷成果䛜䛒䛳䛯䚹 

 
5.国家試㦂対策学習支援の充実 
国家試㦂対策の柱となる模擬試㦂の結果を常時モニターし、模擬
試㦂では終了後直ちに振り㏉り学習の時㛫をとることにより、学
生が自ら㞟中すべき学習㡯目の確ㄆできるようにする。また、成
績不振者には㞟中して補ㅮや個別指導、及び保ㆤ者を交えた㠃ㄯ
などを行い、従来から㐍めてきた学生個々に応じた指導を継続す
る。 
䕕㐩成(100%) 䕔䜋䜌㐩成(実⾜中䞉80%) 䕕㐜䜜有(50%) 䕕大幅䛺㐜䜜有(30%未満)  

上グ㐩成状況䛾具体的内容 

上グ䛾方㔪䛷㐍䜑䚸学生䛾⮬主的䛺努力䜢支援䛧䛯䚹䛯䛰䛧䚸保ㆤ 
  ⪅㠃ㄯ䛿保ㆤ⪅䛾㒔合䛷予定䛧䛯䜒䛾䛿実⾜䛷䛝䛺䛛䛳䛯䚹 

 

㸲.各㈨格試㦂の合格率及

び入学者あたりの合格率

の目標設定とその㐩成に

向けた教育指導 

 

1.管理栄㣴士国家試㦂合格率の目標は 100%とする。また、㐍㊰変更
学生を㝖いて入学者あたりの合格率は 90㸣を目標とする。 
䕕㐩成(100%) 䕔䜋䜌㐩成(実⾜中䞉80%) 䕕㐜䜜有(50%) 䕕大幅䛺㐜䜜有(30%未満)  

上グ㐩成状況䛾具体的内容 

100%合格䛾目標䛿㐩成䛷䛝䛺䛛䛳䛯䚹特䛻合格圏䛻䛒䜛䛸判断䛧䛯 
  学生䜔㈨格取得䛾意欲䛻乏䛧䛔学生䛜不合格䛸䛺䛳䛯䛣䛸䛿指導体     
  制䛾反省点䛷䛒䜛䚹 

 
2.カリキュラムとして 4年生前期の総合演習 II、及び医療栄㣴学特
別演習で指導を行う。 
䕔㐩成(100%) 䕕䜋䜌㐩成(実⾜中䞉80%) 䕕㐜䜜有(50%) 䕕大幅䛺㐜䜜有(30%未満)  

上グ㐩成状況䛾具体的内容 

本専攻教員䛜一丸䛸䛺䜚䚸指導䛻当䛯䛳䛯䚹模擬ヨ㦂䜢学生䛻振䜚 
  ㏉䜙䛫䚸理ゎ䛜㐍䜎䛺䛔点䛻䛴䛔䛶㔜点的䛻指導䜢⾜䛺䛳䛯䚹 
 
3.3年生以下の学生も国家試㦂問㢟に接する機会が持てるようにし
て卒業までに求められる学習のアウトカムを具体的に意㆑させ
る。3年生にも模擬試㦂受㦂を可能にするように指導する。 
䕔㐩成(100%) 䕕䜋䜌㐩成(実⾜中䞉80%) 䕕㐜䜜有(50%) 䕕大幅䛺㐜䜜有(30%未満)  

上グ㐩成状況䛾具体的内容 

䠏年生䜎䛷䛾ㅮ⩏䛻国家ヨ㦂出㢟例䜢積極的䛻導入䛧䛶䚸4年生以 
  前䛾段㝵䛛䜙䛾䝰䝏䝧䞊䝅䝵䞁向上䜢支援䛧䛯䚹 

㸳.市民公㛤ㅮ座の実施 

 

臨床検査学専攻と㐃携して、健康と栄㣴についての理解を広げるた
めに市民公㛤ㅮ座を企画する。 

䕔㐩成(100%) 䕕䜋䜌㐩成(実⾜中䞉80%) 䕕㐜䜜有(50%) 䕕大幅䛺㐜䜜有(30%未満)  

上グ㐩成状況䛾具体的内容 

2020年 2月䠍日䛻市民公㛤ㅮ座䜢㛤催䛧䚸好ホ䛷䛒䛳䛯䚹 
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第䠎䠉䠎期䛾活動ィ画䛾㐩成状況 

 

㔜点分㔝 12䠖各学科教⫱䛾特Ⰽ䠄医療栄㣴学科䞉⮫床検査学専攻䠅 

䛆基本方㔪:1䛇 

 学科教⫱䛾特Ⰽ䛸㨩力䛵䛟䜚 

䛆基本方㔪:2䛇 

 国家㈨格ヨ㦂䜎䛯䛿ㄆ定㈨格ヨ㦂䛾合格率䛾目標タ定䛸䛭䛾㐩成䛻向䛡䛯教⫱指導 

䛆中期ィ画䛇2018年度-2020年度 

1. ⟶理栄㣴学専攻䛸⮫床検査学専攻䛾合同演⩦授業䛾構⠏ 

2. 学生䛚䜘䜃保ㆤ⪅䛾期待䛻応䛘䜛䛯䜑䛾教⫱内容䛾充実䛸教⫱方法䞉教授方法䛾更䛺䜛改善  

3. 効果的䛺学⩦支援䛸向学心䛾㧗揚䜈䛾取䜚⤌䜏 

4. 各㈨格ヨ㦂䛾合格率及䜃入学⪅䛒䛯䜚䛾合格率䛾目標タ定䛸䛭䛾㐩成䛻向䛡䛯教⫱指導 

5. 市民公㛤ㅮ座䛾㛤催 

㈐任⪅:医療栄㣴学科㛗䠋⮫床検査学専攻㛗 

分担⪅:吉子健一䠄⮫床検査学専攻教務委員䠅 

事務局:教務ㄢ 

䠎䠌䠍䠕年度活動ィ画 

対応䛩䜛中期ィ画㡯目 活動ィ画内容 

䠍. ⟶理栄㣴学専攻䛸䛾合同

授業䛾構⠏ 

䠍䠊学生䛜将来䛾医療人䛸䛧䛶䛾ぢ㆑䜢広䜑䜛ヨ䜏䛸䛧䛶䚸⟶理栄㣴学専
攻䛸⮫床検査学専攻䛛䜙䛺䜛特徴䜢生䛛䛧䚸⟶理栄㣴士䛸⮫床検査
技師䛜共䛻参加䛩䜛多⫋種䛻䜘䜛䝏䞊䝮医療䛷䛒䜛栄㣴䝃䝫䞊䝖䝏
䞊䝮䠄NST䠅等䜢㢟材䛻䛧䛶䚸両専攻䛾学生䛸教員䛜合同䛷実施䛩䜛
演⩦授業䜢䚸木曜日䠍㝈䛾活用等䛻䜘䜚実施䛩䜛䚹 

䕔㐩成(100%) 䕕䜋䜌㐩成(実⾜中䞉80%) 䕕㐜䜜有(50%) 䕕大幅䛺㐜䜜有(30%未満)       

上グ㐩成≧況の具体ⓗ内容 

2019年度前期䠄5月䡚6月䠅⟶理栄㣴学専攻 4年生䛜⮫床検査学専
攻 3年生䛻対䛧栄㣴指導䜢実施䛧䛯䚹 

 

䠎䠊学科内䛾二専攻学生䛾相互交流䜢活発䛻䛩䜛䛯䜑䚸様䚻䛺交歓会䜢
学生主導䛷実施䛩䜛䚹 

  䕔㐩成(100%) 䕕䜋䜌㐩成(実⾜中䞉80%) 䕕㐜䜜有(50%) 䕕大幅䛺㐜䜜有(30%未満)       

上グ㐩成≧況の具体ⓗ内容 

2019年度後期䠄10月䠅䛻両専攻 4年生主導䛷球技大会䠄䝋䝣䝖䝞䝺䞊
䝪䞊䝹䚸䝗䝑䝆䝪䞊䝹䠅䜢⾜䛳䛯䚹 

 

䠏䠊学科内䛾両専攻学生䛜䚸相互䛻他䛾専攻䛾授業䜢⫈ㅮ䛩䜛䛣䛸䜢可⬟
䛸䛧䛯䛾䛷䚸䛭䛾利用状況等䛾検ウ䜢⾜䛖䚹 

 䕔㐩成(100%) 䕕䜋䜌㐩成(実⾜中䞉80%) 䕕㐜䜜有(50%) 䕕大幅䛺㐜䜜有(30%未満)     

上グ㐩成≧況の具体ⓗ内容 

両専攻共䛻⫈ㅮ䛩䜛学生䛿䛔䛺䛛䛳䛯䛾䛷䚸原因究明䛾䛯䜑䜰䞁䜿
䞊䝖ㄪ査䜢⾜䛔ゎ析䛧䛯䚹 

䠎. 学生䛚䜘䜃保ㆤ⪅䛾期待

䛻応䛘䜛䛯䜑䛾教⫱内容䛾

充実䛸教⫱方法䞉教授方法䛾

更䛺䜛改善 

 

䠍䠊ヨ⾜的䛻 3 年生䛻㝈定䛧 2019 年度後期䛾䜰䝏䞊䝤䝯䞁䝖䝔䝇䝖䜢実施

䛩䜛䚹 
 䕔㐩成(100%) 䕕䜋䜌㐩成(実⾜中䞉80%) 䕕㐜䜜有(50%) 䕕大幅䛺㐜䜜有(30%未満)     

上グ㐩成≧況の具体ⓗ内容 

2019年 9月 12日䠄木䠅䛻実施䛧䛯䚹本ヨ㦂䛿成⦼䛸⣣䛵䛡䜙䜜䛶䛔䛺

䛾䛷䚸㧗得点⪅䜢⾲彰䛩䜛䛣䛸䛷䚸努力䜢䛽䛞䜙䛳䛯䚹 
 

䠎䠊学科教務委員会䛻 IR担当委員䜢䛚䛝䚸IR推㐍室䛸䛾㐃携䜢深䜑䜛䚹第

2-1 期䛻引䛝⥆䛝 IR 分析報告䛻基䛵䛝䚸指導方法䛾改㠉䞉改善䛻向䛡

䛯 IR䛾利用䛻䛴䛔䛶検ウ䜢⾜䛖䚹  



㕥㮵医療科学大学 

 

䕕㐩成(100%) 䕔䜋䜌㐩成(実⾜中䞉80%) 䕕㐜䜜有(50%) 䕕大幅䛺㐜䜜有(30%未満)     

上グ㐩成≧況の具体ⓗ内容 

㐣去䛾 GPA䛾⟬出䛻㛵䛧䛶 1年次䚸2年次䚸3年次䚸4年次䛤䛸䛻以
下䛾䝕䞊䝍䜢依㢗䛧䛯䚹䠍䠅全科目䛻㛵䛧䛶䛾䠣䠬䠝䠄従来㏻䜚䠅䚸2䠅専㛛
科目䛰䛡䛾 GPA䠄新つ依㢗䠅䚹䛣䜜䜙䛾䝕䞊䝍䜢基䛻分析䛧䛶指導䛻活
䛛䛩予定䚹 

 

䠏䠊2018 年度䜘䜚実施䛥䜜䜛検体採取業務䛻㛵䛩䜛ㅮ⩏䞉実⩦䛻㛵䛧䛶䚸

状況䜢䝰䝙䝍䝸䞁䜾䛧検ウ䜢⾜䛖䚹 

䜎䛯䚸2019年度䜘䜚新䛯䛻再生医療技⾡学䠄䠏年次䠅䜢実施䛧䚸授業ホ価

等䛷内容䜢ホ価䛩䜛䛸共䛻 2020 年度䜘䜚新䛯䛻始䜎䜛再生医療技⾡学

実⩦䠄䠐年次䠅䛾実施䛻向䛡䛯教⫱内容䜔担当⪅䛾具体的䛺検ウ䜢⾜

䛖䚹 
 䕔㐩成(100%) 䕕䜋䜌㐩成(実⾜中䞉80%) 䕕㐜䜜有(50%) 䕕大幅䛺㐜䜜有(30%未満)     

上グ㐩成≧況の具体ⓗ内容 

検体採取業務䛻㛵䛩䜛ㅮ⩏䞉実⩦䛻㛵䛧䛶䛿䚸概䛽㡰ㄪ䛷䛒䛳䛯䚹 
再医療技⾡学䛻㛵䛧䛶䜒䚸全⯡的䛻好ホ䛷䛒䜚䚸再生医療㛵㐃企業

䛾方䛾ㅮ⩏䛜特䛻好ホ䛷䛒䛳䛯䚹 
 

䠐䠊⮫床検査䛸⮫床病態䛸䛾㛵㐃性䛻㛵䛩䜛教⫱䛾充実䚹 

⮫床検査医学演⩦䠄R-CPC䜢含䜐䠅䛾実施方法䛾改善䛻向䛡䛶䚸引䛝

⥆䛝授業ホ価䜢参⪃䛻䛧䛶検ウ䜢⾜䛖䚹䜎䛯䚸本授業䛷学⩦䛧䛯内容䜢

基䛻䚸前㡯䛾䛂専攻䛾学生䛸教員䛜合同䛷実施䛩䜛演⩦授業䛃䛾一環䛸

䛧䛶䚸⮫床検査学専攻䛾学生䛜⟶理栄㣴学専攻䛾学生䛻対䛧病態䞉検

査ㄝ明䜢⾜䛖䛣䛸䛻䜘䜚䚸⮫床検査䛸⮫床病態䛸䛾㛵㐃性䛻䛴䛔䛶䛾理

ゎ䜢深䜑䛥䛫䜛取䜚⤌䜏䛻䛴䛔䛶検ウ䜢⾜䛖䚹 
 䕔㐩成(100%) 䕕䜋䜌㐩成(実⾜中䞉80%) 䕕㐜䜜有(50%) 䕕大幅䛺㐜䜜有(30%未満)     

上グ㐩成≧況の具体ⓗ内容 

⮫床検査医学演⩦䠄R-CPC䜢含䜐䠅䛾学生授業ホ価⤖果䛷䚸2018年
度䛿䛂䛸䛶䜒Ⰻ䛔䛃䛸䛂Ⰻ䛔䛃䛜 66䠂䛷䛒䛳䛯䛾䛻対䛧䚸2019 年度䛿䛭䜜
䛜 88䠂䛸改善䛧䛶䛔䛯䚹 
学生䛛䜙好ホ䛷䛒䜛学会䠄2019 年度䛿三㔜学会䠅䜈参加䛧䚸数䞄月後

䛾⮫床実⩦䛻向䛡䚸病態䛻㛵䛩䜛知㆑䜢深䜑䜛䛸共䛻病態䜢学䜆意欲
䜢㧗䜑䛯䚹 

 

䠑䠊䛣䛾秋䜘䜚具体的検ウ䛻入䜛予定䛾⮫床検査学教⫱䝁䜰䜹䝸䜻䝳䝷䝮䜈
䛾対応䜢ど㔝䛻入䜜䚸知㆑䚸技⬟䚸接㐝䜢柱䛸䛧䛯⮫床実⩦前教⫱体
制作䜚䛾検ウ䜢㛤始䛩䜛䚹 

 䕔㐩成(100%) 䕕䜋䜌㐩成(実⾜中䞉80%) 䕕㐜䜜有(50%) 䕕大幅䛺㐜䜜有(30%未満)     

上グ㐩成≧況の具体ⓗ内容 

12月 19日䛻挨拶䚸手洗䛔䚸心㟁図䛻䛴䛔䛶 OSCE㸦Objective 
Structured Clinical Examination䠅䜢⾜䛳䛯䚹 

 

䠒䠊第 2-1期䛻引䛝⥆䛝䚸学科教務委員会䛷従来㏻䜚㛵㐃䛩䜛ㄢ㢟䛻䛴䛔
䛶専攻䜢㉸䛘䛶共有䛧䛺䛜䜙ゎ決䜢図䜛䛸共䛻䚸䇾教⫱䛾㉁保ド委員会䇿
䛾タ⨨䠄案䠅䛻準䛪䜛活動䠄IR䜔 LSM䛾担当⪅䜢決䜑䛺䛹䠅䛾実施䛻向
䛡䛶検ウ䛩䜛䚹 

 䕔㐩成(100%) 䕕䜋䜌㐩成(実⾜中䞉80%) 䕕㐜䜜有(50%) 䕕大幅䛺㐜䜜有(30%未満)     

上グ㐩成≧況の具体ⓗ内容 

䜋䜌月 1回䚸学科教務委員会䠄両専攻合同教⫱䛾㉁保ド委員会䠅䜢
㛤催䛧䛯䚹 

䠏.効果的䛺学⩦支援䛸向学

心䛾㧗揚䜈䛾取䜚⤌䜏 

 

䠍䠊第 2-1 期䛻䛚䛡䜛検ウ䞉準備䛾下䚸1 年前期䛾医療人底力実㊶䠄基礎

䊠䠅䛷䛾病㝔ぢ学䛻加䛘䚸OB䞉OG 䛸䛾意ぢ交換䛾場䜢タ䛡⮫床検査技師

䛸䛧䛶䛾将来像䜢䜲䝯䞊䝆䛥䛫䜛䚹  
䕔㐩成(100%)䚸䜋䜌㐩成(実⾜中䞉80%) 䕕㐜䜜有(50%) 䕕大幅䛺㐜䜜有(30%未満)     

上グ㐩成≧況の具体ⓗ内容 

医療人底力実㊶䠄基礎䊠䠅䛻䛚䛔䛶䚸㕥㮵中央⥲合病㝔䛾ぢ学䚸並

䜃䛻䠍期生及䜃 2期生䛾 OG䞉OB 䛸䛾意ぢ交換䜢実施䛧䛯䚹 
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䠎䠊木曜日䠍㝈等䜢利用䛧䛶䚸学内䛾教員䜔外㒊ㅮ師䠄各種現場䛷働䛟⮫

床検査技師䛺䛹䠅䛻䜘䜛ㅮ演䜢中心䛸䛧䛯䚸䜻䝱䝸䜰䝥䝷䞁䝙䞁䜾授業䛾

構⠏䛻䛴䛔䛶具体的䛺検ウ䜢⾜䛖䚹 
 䕔㐩成(100%) 䕕䜋䜌㐩成(実⾜中䞉80%) 䕕㐜䜜有(50%) 䕕大幅䛺㐜䜜有(30%未満)     

上グ㐩成≧況の具体ⓗ内容 

医療人底力実㊶䠄基礎䊠䠅䚸再生医療技⾡学䚸免疫検査学実⩦䛷䚸

OB䞉OG 䜔㛵㐃企業䛾方䜢外㒊ㅮ師䛸䛧䛶招䛝䚸䜻䝱䝸䜰形成䛻㛵䛩䜛

内容䜢含䜑䛶ㅮ⩏䜢⾜䛺䛳䛶㡬䛔䛯䚹 
 

䠏䠊第 2-1期䛻引䛝⥅䛝䚸䠍䡚䠏年䛾後期⤊了時䛻⾜䛳䛶䛔䜛成⦼不振⪅䛻

対䛩䜛二⪅䛺䛔䛧三⪅㠃ㄯ䛷䚸IR 推㐍室䛾分析報告䜢活用䛧目的意

㆑䞉学⩦意欲䜢㧗䜑䜛䛸共䛻䚸学⩦方法䛾指導䞉支援䜢⾜䛖䚹 
 䕔㐩成(100%) 䕕䜋䜌㐩成(実⾜中䞉80%) 䕕㐜䜜有(50%) 䕕大幅䛺㐜䜜有(30%未満)     

上グ㐩成≧況の具体ⓗ内容 

原⣭留⨨⪅及䜃䛭䜜䛻準䛪䜛学生䛻対䛧䛶䛿三⪅㠃ㄯ䚸䛭䛾他䛾学

生䠄成⦼不振⪅䠖再ヨ㦂数䛾多䛔学生䠅等䛻対䛧䛶䛿二⪅㠃ㄯ䜢⾜䛔

学⩦方法䛾指導䜔支援䜢⾜䛳䛯䚹 

 

䠐䠊第 2-1期䛻引䛝⥅䛝䚸䠏年生後期䛾⮫床検査医学演⩦䛾授業䛻三㔜県

医学検査学会䛾参加䜢⤌䜏入䜜䛶䚸向学心䜢㧗䜑䜛䚹 
 䕔㐩成(100%) 䕕䜋䜌㐩成(実⾜中䞉80%) 䕕㐜䜜有(50%) 䕕大幅䛺㐜䜜有(30%未満)     

上グ㐩成≧況の具体ⓗ内容 

2019 年度䛿三㔜学会䛻䠏年生全員䛜参加䛧向学心䜢㧗䜑䛯䚹同時

䛻䚸有志䛜学生䝣䜷䞊䝷䝮䛷発⾲䜢⾜䛔㧗䛔ホ価䜢得䛯䚹 

䠐䠊各㈨格ヨ㦂䛾合格率及

䜃入学⪅䛒䛯䜚䛾合格率䛾

目標タ定䛸䛭䛾㐩成䛻向䛡

䛯教⫱指導 

 

⮫床検査技師国家ヨ㦂䛾現役受㦂⪅䛾合格率䜢 100䠂䛻䚸入学⪅䠄㐍㊰

変更䜢㝖䛟䠅䛒䛯䜚䛾合格率䜢 90䠂䛻タ定䛧䚸以下䛾取䜚⤌䜏䜢⾜䛖䚹 

㸯. 成⦼不振䛾学生䛻対䛧䛶䛿䚸⿵ㅮ䜔㠃ㄯ䛸䛔䛳䛯人手䛻䜘䜛手厚䛔

䜿䜰䜢⾜䛔䚸䝰䝏䝧䞊䝅䝵䞁䜢含䜑䛶成⦼䛾向上䜢図䜛䚹䜎䛯䚸定期

ヨ㦂䜔模ヨ⤖果䛾ヲ⣽䛺分析⤖果䛻基䛵䛝䚸全教科䛻共㏻䛩䜛効

果的䛺教⫱法䜢構⠏䛩䜛䚹 
䕕㐩成(100%) 䕔䜋䜌㐩成(実⾜中䞉80%) 䕕㐜䜜有(50%) 䕕大幅䛺㐜䜜有(30%未満)     

上グ㐩成≧況の具体ⓗ内容 

2019 年度䛾現役受㦂⪅䛾合格率䛾全国平均䛜 83.1䠂䛸昨年䜘䜚

3.4䠂低下䛧䛯中䛷䚸本専攻䛾合格率䛿昨年度䛾 75.6%䛛䜙 96.2䠂䛸大䛝䛟改

善䛧䛯䚹 

 

㸰. 成⦼中位以上䛾学生䛻対䛧䛶䛿䚸ぬ䛘䛯知㆑䜢䜰䜴䝖䝥䝑䝖䛩䜛カ⦎

䜢⾜䛖䝒䞊䝹䛸䛧䛶䚸e 䝷䞊䝙䞁䜾䝅䝇䝔䝮䛾構⠏䜢㐍䜑䜛䚹 
䕕㐩成(100%) 䕔䜋䜌㐩成(実⾜中䞉80%) 䕕㐜䜜有(50%) 䕕大幅䛺㐜䜜有(30%未満)     

上グ㐩成≧況の具体ⓗ内容 

Ⲷ津教授䠄卒業研究䝔䞊䝬䛸䛧䛶䛔䜛䠅䜢中心䛻䠄学科内教務委員会

䛷䜒㆟ㄽ䛧䛺䛜䜙䠅䚸䛭䛾構⠏䛸有効利用法䛻䛴䛔䛶検ウ䞉ヨ⾜䛧䛶䛔

䜛䚹 

䠑䠊市民公㛤ㅮ座䛾㛤催 ⟶理栄㣴学専攻䛸㐃携䛧䛶䚸健康䛸栄㣴䛻䛴䛔䛶䛾理ゎ䜢広䛢䜛䛯䜑䛻
市民公㛤ㅮ座䜢企画䛩䜛䚹 

䕔㐩成(100%) 䕕䜋䜌㐩成(実⾜中䞉80%) 䕕㐜䜜有(50%) 䕕大幅䛺㐜䜜有(30%未満)     

上グ㐩成≧況の具体ⓗ内容 

2020年 2月 1日䠄土䠅䛻第 1回䜢䛂健康䛸栄㣴䛃䛸㢟䛧䛶㛤催䛧䛯䚹 
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第㸰㸫㸰期の活動計画の㐩成状況 

 

㔜点分㔝 12㸸各学科教育の特色㸦リハビリテーション学科・理学療法学専攻㸭理学療法学科㸧 

【基本方㔪:1】 
 学科教育の特色と㨩力づくり 
【基本方㔪:2】 
 国家㈨格試㦂またはㄆ定㈨格試㦂の合格率の目標設定とその㐩成に向けた教育指導 
【中期計画】2018年度-2020年度 
1.学生および保ㆤ者の期待に応えるための教育内容の充実と教育方法・教授方法の更なる改善 
2.効果的な学習支援と向学心の㧗揚への取り組み 
3.各㈨格試㦂の合格率及び入学者あたりの合格率の目標設定とその㐩成に向けた教育指導 

4.市民公㛤ㅮ座の㛤催 

㈐任者:理学療法学科㛗/理学療法学専攻㛗 
分担者: 
事務局:教務ㄢ 

㸰㸮㸯㸷年度活動計画 

対応する中期計画㡯目 活動計画内容 

1㸬教育内容の充実と教育方

法・教授方法の改善 

 

䞉初年次䠈基礎専㛛科目䠄ゎ剖学䠈生理学䠈㐠動学䠅䛾到㐩目標䜢明示䛧䠈
定期的䛻到㐩度䜢䝏䜵䝑䜽䠈学生䛻䝣䜱䞊䝗䝞䝑䜽䛩䜛䚹 

 2020年度䛻向䛡䠈ゎ剖学䛻⥆䛝生理学䜒 e-learning䛾導入䜢検ウ䛩䜛䚹 
 䝗䝻䝑䝥䜰䜴䝖䛜懸念䛥䜜䜛学生䛻䛿䠈個別指導䛸同時䛻保ㆤ⪅䛻䜒㏻知
䛩䜛䚹 
䕕㐩成(100%) 䕔䜋䜌㐩成(実⾜中䞉80%) 䕕㐜䜜有(50%) 䕕大幅䛺㐜䜜有(30%未満)  

上グ㐩成状況䛾具体的内容 

  ゎ剖学䛾 e-learning 䜰䝥䝸䜿䞊䝅䝵䞁䜢導入䚸活用中䚹個別指導䛿⥅

⥆中䚹生理学䠈㐠動学䛻䛴䛔䛶䛿予⟬䛾㒔合上䚸⮫床実⩦䝫䞊䝖䝣䜷䝸

䜸用䝋䝣䝖䜴䜵䜰䛾導入䜢優先䛩䜛䚹 

 

䞉指定つ則改定䛻対応䛩䜛䜹䝸䜻䝳䝷䝮䛾準備(実⩦䞉演⩦方法䚸機材) 
䕔㐩成(100%) 䕕䜋䜌㐩成(実⾜中䞉80%) 䕕㐜䜜有(50%) 䕕大幅䛺㐜䜜有(30%未満)  

上グ㐩成状況䛾具体的内容 

   年度内䛻予定䛧䛶䛔䛯㛤ㅮ䛻向䛡䛯機器䚸⮫床実⩦指導⪅㣴成䛿䚸
㐜䜜䛺䛟完㐙䛷䛝䛯䚹 

㸰. 学習支援と向学心の㧗

揚 

䞉1䠈2年次䛻⮫床ぢ学䠈㞀䛜䛔⪅䝇䝫䞊䝒䜲䝧䞁䝖䠈学会参加䜢㏻䛨䠈将来
䛾⫋域䠈䝸䝝䝡䝸䝔䞊䝅䝵䞁䜈䛾理ゎ䜢深䜑䛥䛫䜛䚹同時䛻学生⮬㌟䛾将
来像䛾具体化䠈動機付䛡䜢図䜛䚹特䛻 2021年䛾全国㞀害⪅䝇䝫䞊䝒大
会䛾県内㛤催䛻合䜟䛫䚸䜲䝧䞁䝖参加䚸䝪䝷䞁䝔䜱䜰活動䜢促㐍䛩䜛䚹 
䕔㐩成(100%) 䕕䜋䜌㐩成(実⾜中䞉80%) 䕕㐜䜜有(50%) 䕕大幅䛺㐜䜜有(30%未満)  

上グ㐩成状況䛾具体的内容 

   䛩䜉䛶䛾䝥䝻䜾䝷䝮䜢実施䛧䛯䚹 
 
䞉上⣭生䛾実⩦ぢ学䠈䝰䝕䝹参加䜢㏻䛨䛶䠈基礎医学䛾㔜せ性䠈理学療法
士䛾㈨㉁䜈䛾理ゎ䜢深䜑䛥䛫䜛䚹 
䕔㐩成(100%) 䕕䜋䜌㐩成(実⾜中䞉80%) 䕕㐜䜜有(50%) 䕕大幅䛺㐜䜜有(30%未満)  

上グ㐩成状況䛾具体的内容 

   1年生全員参加䛾下䚸䝥䝻䜾䝷䝮䜢実施䛧䛯䚹 
 



㕥㮵医療科学大学 

 

㸱. 合格率及び入学者あた

りの合格率の目標設定とそ

の㐩成に向けた教育指導 

䞉国家ヨ㦂合格率䛾目標値䛿 95䠂䚸入学⪅䛒䛯䜚䛾合格率䛿 80䠂䛸䛩䜛䚹 
䕔㐩成(100%) 䕕䜋䜌㐩成(実⾜中䞉80%) 䕕㐜䜜有(50%) 䕕大幅䛺㐜䜜有(30%未満)  

上グ㐩成状況䛾具体的内容 

 国家試㦂合格率 100㸣、入学者あたりの合格率は 80㸣 

  
䞉定期的䛺模ヨ䛾実施䛸成⦼不Ⰻ⪅䛻対䛩䜛䝣䜱䞊䝗䝞䝑䜽䛻䜘䜚䠈学生⮬
㌟䛻国家ヨ㦂合格䛻必せ䛺⬟力䛸現状䛾䜼䝱䝑䝥䜢ㄆ㆑䛥䛫䜛䚹成⦼不
Ⰻ⪅䛾多䛟䛿学⩦ィ画䠈実⾜䠈振䜚㏉䜚䠈再ィ画䛾㐣程全䛶䛜不十分䛺
䛯䜑䠈全䛶䛾㐣程䛷助ゝ䠈指導䛩䜛䚹 
䕔㐩成(100%) 䕕䜋䜌㐩成(実⾜中䞉80%) 䕕㐜䜜有(50%) 䕕大幅䛺㐜䜜有(30%未満)  

上グ㐩成状況䛾具体的内容 

   前年度䜘䜚䚸実施回数䜢増䜔䛧䚸䛩䜉䛶䛾䝥䝻䜾䝷䝮䜢実施䛧䛯䚹 
 

4.市民公㛤ㅮ座の㛤催 䞉社会㈉献䛾一環䛸䛧䛶市民公㛤ㅮ座䜢㛤催䛩䜛䚹 
䞉䝔䞊䝬䛿䛂䝻䝁䝰䝔䜱䞂䝅䞁䝗䝻䞊䝮䛃䚸䛂䝣䝺䜲䝹䚸䝃䝹䝁䝨䝙䜰䛃䚸䛂介ㆤ予
㜵䚸㌿倒予㜵䛃䛺䛹䚸地域住民䛾暮䜙䛧䛸健康䛻㛵㐃䛧䛯䜒䛾䛸䛩䜛䚹 

䕔㐩成(100%) 䕕䜋䜌㐩成(実⾜中䞉80%) 䕕㐜䜜有(50%) 䕕大幅䛺㐜䜜有(30%未満)  

上グ㐩成状況䛾具体的内容 

作業療法専攻担当䛷市民公㛤ㅮ座䛂ㄆ知機⬟䛸⮬動㌴㐠㌿䛃䜢実施䛧 
䛯䚹 
 

 
 



㕥㮵医療科学大学 

 

第㸰㸫㸰期の活動計画の㐩成状況 

 

㔜点分㔝 12㸸各学科教育の特色㸦リハビリテーション学科・作業療法学専攻㸧 

【基本方㔪:1】 
 学科教育の特色と㨩力づくり 
【基本方㔪:2】 
 国家㈨格試㦂またはㄆ定㈨格試㦂の合格率の目標設定とその㐩成に向けた教育指導 
【中期計画】2018年度-2020年度 

1㸬教育内容の充実と教育方法の充実 

2㸬専㛛職としての動機付けと向学心の㧗揚 

3㸬臨床実習のための準備と臨床実習指導者の育成 

4㸬市民公㛤ㅮ座の㛤催 

㈐任者: リハビリテーション学科㛗 
分担者: 作業療法学専攻㛗 
事務局: 教務ㄢ 

㸰㸮㸯㸷年度活動計画 

対応する中期計画㡯目 活動計画内容 

1 教⫱内容䛾充実䛸教⫱

方法䛾充実 

 

䞉初年次䛾基礎専㛛科目䠄ゎ剖学䠈生理学䠈㐠動学䠅䛾到㐩目標䜢明示䛧䠈 
年度末䛻到㐩度䜢䝏䜵䝑䜽䠈学生䛻䝣䜱䞊䝗䝞䝑䜽䛩䜛䚹 

 䝗䝻䝑䝥䜰䜴䝖䛜懸念䛥䜜䜛学生䛿䠈個別指導䛸同時䛻保ㆤ⪅䛻䜒㏻知䛩䜛䚹 
䕕㐩成(100%) ⬛䜋䜌㐩成(実⾜中䞉80%) 䕕㐜䜜有(50%) 䕕大幅䛺㐜䜜有(30%未満)    

上グ㐩成状況䛾具体的内容  

   年度末䛻䛣䜜䜙䛾科目䛻㛵䛩䜛模ヨ䜢⾜䛔䠈到㐩目標䛛明䜙䛛䛻䛧䛯䚹
来年度䛿到㐩目標䝺䝧䝹䛻分䛡䛶特別ㅮ⩏䜢用意䛧䛶䛔䜛䚹䜎䛯䠈成⦼不
振⪅䛻䛚䛔䛶保ㆤ⪅䛻䜒㏻知䛩䜛䜘䛖䛻䛧䛯䚹 

 
䞉䠐年㛫䛾⣔⤫䛰䛳䛯䜹䝸䜻䝳䝷䝮䛸各学年䛷䛾到㐩目標䛾立案䜢実㊶䛩䜛䚹 
䕕㐩成(100%) ⬛䜋䜌㐩成(実⾜中䞉80%) 䕕㐜䜜有(50%) 䕕大幅䛺㐜䜜有(30%未満)   

上グ㐩成状況䛾具体的内容  

  䠍年次䛻䜹䝸䜻䝳䝷䝮䛷何䜢⾜䛖䛛䜢䜸䝸䜶䞁䝔䞊䝅䝵䞁䛧䠈現在䛿基礎科
目䛾⩦得䛻時㛫䜢使用䛧䛶䛔䜛䛣䛸䜢共有䛧䛶䛔䜛䚹 
 

   䞉䜸䝮䝙䝞䝇科目䛾䛂䝸䝝䝡䝸䝔䞊䝅䝵䞁概ㄽ䛃䜢専攻全体䛷検ウ䛧䛶䠈充実䛥䛫
䜛䚹 
⬛㐩成(100%) 䕕䜋䜌㐩成(実⾜中䞉80%) 䕕㐜䜜有(50%) 䕕大幅䛺㐜䜜有(30%未満)   

上グ㐩成状況䛾具体的内容  

   オムニバス形式の科目であるが各先生には小テスト㸪国家試㦂を㋃
まえた試㦂問㢟を作成するように全体に共有して科目履修が㐍めるこ
とができた。 

 

2䠊専㛛⫋䛸䛧䛶䛾動機付

䛡䛸向学心䛾㧗揚 

 

䞉専攻䛾広報䝡䝕䜸制作䜔䜸䞊䝥䞁䜻䝱䞁䝟䝇䛻学生䜢参加䛥䛫䠈今後学䜆
䜉䛝専㛛分㔝䠈䝸䝝䝡䝸䝔䞊䝅䝵䞁䜈䛾理ゎ䜢深䜑䛥䛫䜛䚹䛣䜜䜙䛾機会䜢㏻
䛧䛶教員䛻協力䛥䛫䜛䛣䛸䛻䜘䜚学生䛾専攻䛻対䛩䜛帰属意㆑䜢喚㉳䛥䛫
䜛䚹 
⬛㐩成(100%) 䕕䜋䜌㐩成(実⾜中䞉80%) 䕕㐜䜜有(50%) 䕕大幅䛺㐜䜜有(30%未満)   

上グ㐩成状況䛾具体的内容  

  専攻のビデオ作成㸪オープンキャンパスなど学校行事において学生
には参加の意義をホームルームでオリエンテーションし㸪学生のリー
ダのもと学生を㓄置することができ㸪学生参加を㏻して専攻の帰属意
㆑が㧗まった。 

 
䞉大学祭䛾専攻企画䜢⮬主的䛻⪃案䛥䛫䠈作業療法䛾啓ⵚ活動䜢⾜䛖䚹専攻
教員䛸䝃䞊䜽䝹活動䜢立䛱上䛢䠈教員䛸䛾㛵係䜢構⠏䛥䛫䜛䚹 



㕥㮵医療科学大学 

 

⬛㐩成(100%) 䕕䜋䜌㐩成(実⾜中䞉80%) 䕕㐜䜜有(50%) 䕕大幅䛺㐜䜜有(30%未満)   

上グ㐩成状況䛾具体的内容  

   大学祭䛻䛿䠈学生全員䛜参加䛷䛝䜛䜘䛖䛻担任䛜䝁䝕䜱䝛䞊䝖䛧䠈学生主
体䛻企画䜢⪃䛘䛯䚹䛭䛾企画䛾中䛷作業療法䛾啓ⵚ䜢大学祭䛻参加䛧䛯
市民等䛻ㄝ明䛩䜛䛣䛸䛜䛷䛝䛯䚹䜎䛯䠈三㔜県士会䛾協力䜒仰䛠䛣䛸䛜䛷䛝䠈
県士会䛸䛾交流䜒䛷䛝䛯䚹 

3. ⮫床実⩦䛾䛯䜑䛾準

備䛸⮫床実⩦指導⪅䛾

⫱成 

 

䞉䠐年㛫䛾⮫床実⩦䛾手引䛝䛾作成䛸新指定つ則䛻沿䛳䛯⮫床実⩦䛾䝰䝕䝹
䜢䛂理学療法士作業療法士㣴成施タ指導䜺䜲䝗䝷䜲䞁䛃䛸作業療法⮫床実
⩦指㔪(2018)䜢参⪃䛻⪃案䛩䜛䚹 
⬛㐩成(100%) 䕕䜋䜌㐩成(実⾜中䞉80%) 䕕㐜䜜有(50%) 䕕大幅䛺㐜䜜有(30%未満)   

上グ㐩成状況䛾具体的内容  

   ⮫床実⩦䛾手引䛝䛻䛴䛔䛶作成䜢担当䛩䜛教員䜢決䜑䠈作成䛩䜛䛣䛸䛜
䛷䛝䛯䚹䛣䛾手引䛝䜢 2020年度䛻予定䛧䛶䛔䜛⮫床実⩦指導⪅会㆟䛻䛶使
用䛧䠈⮫床実⩦䛜円滑䛻履⾜䛷䛝䜛䜘䛖䛻䛩䜛䚹 

 
䞉新指定つ則䛻沿䛳䛯⮫床実⩦指導⪅ㅮ⩦会䜢三㔜県士会䛸協力䛧䛶㛤催
䛧䠈⮫床実⩦指導⪅䜢⫱成䛩䜛䚹 
⬛㐩成(100%) 䕕䜋䜌㐩成(実⾜中䞉80%) 䕕㐜䜜有(50%) 䕕大幅䛺㐜䜜有(30%未満)   

上グ㐩成状況䛾具体的内容  

   ⮫床実⩦指導⪅ㅮ⩦会䜢三㔜県士会䛸協力䛧䠈年䠎回㛤催䛩䜛䛣䛸䛜䛷
䛝䛯䚹䛣䛾䠍回䛾ㅮ⩦会䛻当大学䜢会場䛸䛧䠈教員䛜ㅮ師䛸䝣䜯䝅䝸䝔䞊䝍䛾
役割䛷参加䛧䛯䚹䛣䛾ㅮ⩦会䛻䜘䜚⮫床実⩦䛾指導⪅䛾⫱成䛻寄与䛷䛝
䛯䚹 

 
䞉学生䛻対䛧䛶⮫床実⩦䛾学⩦方法䜢検ウ䛩䜛䚹 
⬛㐩成(100%) 䕕䜋䜌㐩成(実⾜中䞉80%) 䕕㐜䜜有(50%) 䕕大幅䛺㐜䜜有(30%未満)   

上グ㐩成状況䛾具体的内容  

   䠍年生䛾担任䜢中心䛻䠐年㛫䛷⮫床実⩦䛻向䛡䛯学⩦目標䜢作成䛧䠈㝸
年度䛤䛸䛾⾜動目標䛸ㅮ⩏䛷䛾指導䜢確ㄆ䛧䛯䚹 

4.市民公㛤ㅮ座䛾㛤催 䞉市民公㛤ㅮ座䛻䛴䛔䛶䛿他団体䛸協力䛧䛶㛤催䜒䛧䛟䛿ㅮ座䛾ㅮ師䛸䛧䛶教

員䜢派㐵䛩䜛䚹 
⬛㐩成(100%) 䕕䜋䜌㐩成(実⾜中䞉80%) 䕕㐜䜜有(50%) 䕕大幅䛺㐜䜜有(30%未満)   

上グ㐩成状況䛾具体的内容  

   市民ㅮ座䛂ㄆ知機⬟䛸⮬動㌴㐠㌿䛃䜢大学䛻䛶㔝口助教䛾ㅮ師䛾䜒䛸㛤

催䛩䜛䛣䛸䛜䛷䛝䛯䚹㉸㧗㱋社会䛷䛾㐠㌿䛻⯆味䛾䛒䜛市民䛜参加䛥䜜䠈有

意⩏䛺時㛫䜢㐣䛤䛩䛣䛸䛜䛷䛝䛯䚹 

 

 



㕥㮵医療科学大学 

 

第㸰㸫㸰期の活動計画の㐩成状況 

 

㔜点分㔝 12㸸各学科教育の特色㸦医療福祉学科・医療福祉学専攻㸧 

【基本方㔪:1】 
 学科教育の特色と㨩力づくり 
【基本方㔪:2】 
 国家㈨格試㦂またはㄆ定㈨格試㦂の合格率の目標設定とその㐩成に向けた教育指導 
【中期計画】2018年度-2020年度 
1.実㊶力を備えたソーシャルワーカー㣴成のための教育内容の充実と教育方法の更なる改善 
2.効果的な学習支援と向学心の㧗揚への取り組み 
3.各㈨格試㦂の合格率及び入学者あたりの合格率の目標設定とその㐩成に向けた教育指導 

  4.市民公㛤ㅮ座の㛤催 

㈐任者:医療福祉学科㛗㸭医療福祉学専攻㛗 
分担者: 
事務局:教務ㄢ 

㸰㸮㸯㸷年度活動計画 

対応する中期計画㡯目 活動計画内容 

䠍. 教⫱内容䛾充実䛸教⫱

方法䛾更䛺䜛改善 

 

医療䝋䞊䝅䝱䝹䝽䞊䜹䞊䚸⢭神科䝋䞊䝅䝱䝹䝽䞊䜹䞊䚸䝇䜽䞊䝹䝋䞊䝅䝱䝹䝽
䞊䜹䞊䚸䝁䝭䝳䝙䝔䜱䝋䞊䝅䝱䝹䝽䞊䜹䞊䚸地域包括支援䝉䞁䝍䞊䜔⾜政機㛵䛾
䝋䞊䝅䝱䝹䝽䞊䜹䞊䛸䛧䛶活動䛩䜛人材䜢⫱成䛩䜛䛯䜑以下䛾䛣䛸䛻取䜚⤌䜐䚹 
䐟疾患䜔㞀害䜢抱䛘䜛当事⪅䜔当事⪅家族䜢䛿䛨䜑䚸地域䛾生活困窮⪅
䜔社会的䛻孤立䛧䛶䛔䜛人䚻䜢支援䛩䜛䛯䜑䚸䜰䝉䝇䝯䞁䝖䛛䜙䝰䝙䝍䝸䞁
䜾䛻⮳䜛一㐃䛾相ㄯ援助䝥䝻䝉䝇䜢理ゎ䛧 PDCA 䝃䜲䜽䝹䛻即䛧䛶実㊶
䛷䛝䜛䜘䛖䛻䚸相ㄯ援助䛻㛵䜟䜛ㅮ⩏科目䛸演⩦科目䛾㐃携䜢強化䛧䚸知
㆑䛸技⾡䛾一体化䜢図䜛䚹 

䕔㐩成(100%) 䕕䜋䜌㐩成(実⾜中䞉80%) 䕕㐜䜜有(50%) 䕕大幅䛺㐜䜜有(30%未満)  

上グ㐩成状況䛾具体的内容 

    本学䜢卒業䛧䛶䚸社会福祉士䠄医療䝋䞊䝅䝱䝹䝽䞊䜹䞊䚸地域包括支援 
    䝉䞁䝍䞊䚸⾜政機㛵䛾䝋䞊䝅䝱䝹䝽䞊䜹䞊等䠅䛚䜘䜃⢭神保健福祉士㈨ 
    格䜢活䛛䛧䛶䝋䞊䝅䝱䝹䝽䞊䜹䞊䛸䛧䛶活動䛧䛯䛔䛸⪃䛘䛶䛔䜛学生䛯䛱 
    䛜䚸将来地域䛷㞀害䜔疾患䜢抱䛘䜛当事⪅䞉当事⪅家族䛒䜛䛔䛿生活 
    困窮⪅䜔地域䛷孤立䛩䜛当事⪅䜢㐺切䛻支援䠄実㊶䠅䛷䛝䜛䜘䛖䛻ㅮ⩏ 
    科目䛸演⩦科目䛸䛾㐃携䜢強化䛧䚸知㆑䛸技⾡䛾一体化䜢図䜚䚸大䛝䛺 
    効果䜢上䛢䛯䚹 

 
䐠地域社会䛸䛾䛴䛺䛜䜚䜢㔜ど䛧䚸ⱝ年性ㄆ知症䝃䝫䞊䝖䚸BBS 会䚸日本䛶
䜣䛛䜣協会三㔜県支㒊䜔日本䝟䞊䜻䞁䝋䞁病友䛾会三㔜県支㒊等䛾当
事⪅会䚸桜䛾森白子䝩䞊䝮䛺䛹䛾社会福祉施タ䛻䛚䛡䜛䝪䝷䞁䝔䜱䜰活
動等䜢㏻䛧䛶䚸福祉䝙䞊䝈䜢⫙䛷感䛨取䜛䛸䛸䜒䛻䚸地域福祉ィ画䜔㧗㱋
⪅䞉㞀害⪅䞉児童䛺䛹䛾各分㔝䛾福祉ィ画䛾立案䛚䜘䜃ホ価䛻参画䛩䜛
䛺䛹䛧䛶䚸福祉実㊶䛾現場䛸学問䛸䛜⼥合䛧䛯環境䛷䝋䞊䝅䝱䝹䝽䞊䜽䛾
展㛤䛜学䜉䜛䜘䛖䛻䛩䜛䚹 

䕔㐩成(100%) 䕕䜋䜌㐩成(実⾜中䞉80%) 䕕㐜䜜有(50%) 䕕大幅䛺㐜䜜有(30%未満)  

上グ㐩成状況䛾具体的内容 

   教員が学生とともに各種当事者団体、社会福祉法人等において、積極
的にボランティア活動を行うことによって、地域社会とのつながりが
実現し、このことによって学生は福祉マインドを実感することが可能
となった。さらに、教員が社会福祉法人等の評㆟員や各種委員として
㈉献していることにより、地域社会や社会福祉法人、施設、医療機㛵
との㛵係性が極めて良好である。そのため、医療福祉現場での実㊶に
ついてはとくにその効果が㢧著に現れ、社会福祉学の学びと実㊶との
融合が実現した年度であったと評価できる。またその結果、当事者団
体㸦公益社団法人日本てんかん協会㸧より、本学および教員双方が功
労㈹を受㈹した。 



㕥㮵医療科学大学 

 

䐡䜰䝉䝇䝯䞁䝖力䛸䝁䞊䝕䜱䝛䞊䝖力䜢㌟䛻付䛡䛯䝋䞊䝅䝱䝹䝽䞊䜹䞊䛸䛧䛶䛾
実㊶力䜢㧗䜑䜛䛯䜑䚸䝻䞊䝹䝥䝺䜲䛺䛹䜰䜽䝔䜱䝤䝷䞊䝙䞁䜾䜢可⬟䛺㝈䜚
多䛟䛾授業䛻採䜚入䜜䜛䚹学生䛻䛸䛳䛶理ゎ䛧䜔䛩䛔授業㛵係㈨料䜢学
生䛾到㐩度䛻応䛨䛶提示䛩䜛䛺䛹䚸䛝䜑⣽䜔䛛䛺対応䜢心䛜䛡䛶䛔䛟䚹 

䕔㐩成(100%) 䕕䜋䜌㐩成(実⾜中䞉80%) 䕕㐜䜜有(50%) 䕕大幅䛺㐜䜜有(30%未満)  

上グ㐩成状況䛾具体的内容 

 多くの授業㸦ㅮ義・演習㸧において、䜰䝉䝇䝯䞁䝖力䛸䝁䞊䝕䜱䝛䞊䝖力
䜢修得䛩䜛䛯䜑䛻䚸工夫䜢凝䜙䛧䛯䝻䞊䝹䝥䝺䜲䛺䛹䜰䜽䝔䜱䝤䝷䞊䝙䞁䜾䜢
授業䛻採䜚入䜜䛯䚹䛣䛾成果䛸䛧䛶䚸䝋䞊䝅䝱䝹䝽䞊䜹䞊䛸䛧䛶䛾㈨㉁䛾向
上䚸䛥䜙䛻䛿㠃接技⾡䛾向上䛺䛹䚸医療福祉専㛛⫋䛻求䜑䜙䜜䜛䝇䜻䝹䜰䝑
䝥䜢実現䛥䛫䜛䛣䛸䜈䛸⧅䛜䛳䛯䚹 
 
䐢具体的䛺事例䛾検ウ䚸䝊䝭単位䛷䛾䜾䝹䞊䝥学⩦䚸学外学⩦䚸社会㈉献
活動䛺䛹䜘䜚䚸学生䛾⯆味䛾幅䜢広䛢䜛䛸䛸䜒䛻主体的䛺取䜚⤌䜏䛸⾜動
力䜢㣴䛖䛣䛸䛸䛧䛯䚹 

䕔㐩成(100%) 䕕䜋䜌㐩成(実⾜中䞉80%) 䕕㐜䜜有(50%) 䕕大幅䛺㐜䜜有(30%未満)  

上グ㐩成状況䛾具体的内容 

  医療福祉演習においては、教員が各自の専㛛的な知㆑を活かして事例
検討㸦一般医療機㛵・精神科医療機㛵・福祉施設・福祉㸦司法㸧行政
機㛵等㸧や学外学習㸦人権センター等㸧、社会㈉献活動㸦日本てんかん
協会、日本パーキンソン病友の会等の当事者団体㸧を実施することに
よって、専㛛的な視点を拡げる結果となった。 
 
䐣㞀害学生䛻対䛩䜛教⫱環境䛾改善䛻取䜚⤌䜏䚸共生社会䛾実現䛻㈉献
䛩䜛䝋䞊䝅䝱䝹䝽䞊䜹䞊䛾㣴成䜢目指䛩䚹 

䕕㐩成(100%) 䕔䜋䜌㐩成(実⾜中䞉80%) 䕕㐜䜜有(50%) 䕕大幅䛺㐜䜜有(30%未満)  

上グ㐩成状況䛾具体的内容 

     学生の中には、ハンディを抱える者も存在し、その学生たちが生き 
    生きとした学生生活を営むことができるように、ㅮ義においては 
    「合理的㓄慮」に㛵する内容を盛り㎸むことによって、全学生が当 
    事者のㄢ㢟を共有することができる段㝵へとステップアップする 
    ことができた。 

䠎. 効果的䛺学⩦支援䛸向

学心䛾㧗揚䜈䛾取䜚⤌䜏 

 

学生㛫䛾学力䛾差䜢⦰䜑䚸理ゎ力䛻応䛨䛯丁寧䛺学⩦支援䜢目指䛧以下䛾
䛣䛸䛻取䜚⤌䜐䚹 
䐟国家㈨格䛾指定科目䛻㛵䛧䛶䚸ㅮ⩏科目䛻䛴䛔䛶䛿䝔䜻䝇䝖䜢用䛔䛯予
⩦䞉復⩦䜢推奨䛩䜛䛸䛸䜒䛻䚸演⩦科目䛻䛴䛔䛶䛿振䜚㏉䜚䛾復⩦䜢強化
䛩䜛䚹 

䕕㐩成(100%) 䕔䜋䜌㐩成(実⾜中䞉80%) 䕕㐜䜜有(50%) 䕕大幅䛺㐜䜜有(30%未満)  

上グ㐩成状況䛾具体的内容 

   国家ヨ㦂科目䛾予⩦䛸復⩦䛻䛴䛔䛶䚸担当教員䛜ㄢ㢟䜢出䛧䚸学生䛿毎
回䛭䜜䛻取䜚⤌䜐䜘䛖䛻䛧䛶䛔䜛䚹䛚䛚䜘䛭䚸䠔割㏆䛟䛾学生䛜真㠃目䛻取䜚
⤌䜐䛣䛸䛻䜘䛳䛶䚸国家ヨ㦂䛾合格率䛻䜒䛭䛾成果䛜反映䛥䜜䛯䜒䛾䛸理ゎ
䛧䛶䛔䜛䚹 
 
䐠先㍮䜔社会人䛷実㝿䛻䝋䞊䝅䝱䝹䝽䞊䜹䞊䛸䛧䛶勤務䛧䛶䛔䜛専㛛⫋䛾
ㅮ⩏䜔䚸施タ䜔社会福祉協㆟会䛺䛹䛷䛾相ㄯ援助実⩦䜔䝣䜱䞊䝹䝗䝽䞊
䜽䜢㏻䛧䛶䚸福祉現場䜔䝋䞊䝅䝱䝹䝽䞊䜽䜈䛾⯆味㛵心䜢引䛝出䛧䚸早䛔
時期䛛䜙対人援助⫋䛾䜲䝯䞊䝆化䜢図䜛䚹 

䕔㐩成(100%) 䕕䜋䜌㐩成(実⾜中䞉80%) 䕕㐜䜜有(50%) 䕕大幅䛺㐜䜜有(30%未満)  

上グ㐩成状況䛾具体的内容 

 多数の科目において医療福祉現場で活㌍する卒業生を招き授業を行
うことによって、在学生の大きな刺激となった。在学生の中には、卒
業生の㨩力あるㅮ義内容によって将来の㐍㊰を決定する者が何人も出
てきた。また、㸰名の教員が主宰する研究会㸦医療福祉研究会㸧に数
多くの卒業生㸦医療ソーシャルワーカー、精神保健福祉士㸧と在学生
が参加することによって、在学生は早い時期から卒業後の㐍㊰に夢を
描くことができている。 
 
 



㕥㮵医療科学大学 

 

䐡専㛛⫋団体䠄社会福祉士会䞉⢭神保健福祉士協会䞉医療䝋䞊䝅䝱䝹䝽䞊
䜹䞊協会等䠅䛸䛾㛵䜟䜚䜢深䜑䚸多様化䛧変化䛧䛶䛔䛟福祉䝙䞊䝈䜢䛔䛱
早䛟把握䛧対応䛧䛶䛔䛟䛒䜛䜉䛝䝋䞊䝅䝱䝹䝽䞊䜹䞊䛾姿䜢学䜉䜛䜘䛖䛻䛩
䜛䚹 

䕔㐩成(100%) 䕕䜋䜌㐩成(実⾜中䞉80%) 䕕㐜䜜有(50%) 䕕大幅䛺㐜䜜有(30%未満)  

上グ㐩成状況䛾具体的内容 

  教員と専㛛職団体との㛵係性は極めて良好であり、交流も盛んであ
る。また、各種団体から㸦三㔜県医療ソーシャルワーカー協会、三㔜
県精神保健福祉士協会等㸧は記念ㅮ演やㅮ座のㅮ師として依㢗を受け
る機会が多く、学生も各種団体の学生会員として研修会に参加してい
る。また、㸯年㛫を㏻じて医療機㛵㸦一般・精神㸧や福祉施設への見
学研修を複数回行うことによって、専㛛職との㛵係性と㐃携とを強め
てきた。そのことをとおして学生の就職にも良い結果を与えている。 
 
䐢地域䛾㈋困䜔䝛䜾䝺䜽䝖䚸権利侵害䜔⹢待䛻対䛩䜛敏感䛺感ぬ䜢㣴䛔䚸
䝪䝷䞁䝔䜱䜰䜔䜲䞁䝣䜷䞊䝬䝹䝃䞊䝡䝇䛺䛹䜢䝛䝑䝖䝽䞊䜽化䛧䛶䛔䛟体㦂䜢
増䜔䛩䚹 

䕕㐩成(100%) 䕔䜋䜌㐩成(実⾜中䞉80%) 䕕㐜䜜有(50%) 䕕大幅䛺㐜䜜有(30%未満)  

上グ㐩成状況䛾具体的内容 

  全教員が、引きこもり・自死・㈋困・権利侵害・虐待等に対するテー
マに精㏻していることにより、これらのことを授業において㢖繁に取
り上げることをとおして、学生の意㆑変㠉を実現し、その結果専㛛職
としてネットワーキング力を㧗めることができた。 

 
䐣ICT 䛾活用䜔学生䛸䛾個別㠃ㄯ䛻䜘䜚䚸学⩦方法䛾相ㄯ䛻応䛨就学上䛾
ㄢ㢟ゎ決䛻取䜚⤌䜐䛸䛸䜒䛻䚸成⦼不Ⰻ⪅䛻䛴䛔䛶䛿学⩦意欲䛾向上䛻
䜐䛡䛶保ㆤ⪅䛸䛾㐃携䞉ㄪ整䜢強化䛩䜛䚹 

䕕㐩成(100%) 䕔䜋䜌㐩成(実⾜中䞉80%) 䕕㐜䜜有(50%) 䕕大幅䛺㐜䜜有(30%未満)  

上グ㐩成状況䛾具体的内容 

   ICT 䛾活用䚸学生䛸䛾個別㠃ㄯ䛻䜘䛳䛶䚸多様䛺学生䛾䝙䞊䝈䜔ㄢ㢟䛻
対応䛷䛝䜛䜘䛖䛻䛺䛳䛯䚹成⦼㠃䛻䛚䛔䛶ㄢ㢟䛾䛒䜛学生䛻䛴䛔䛶䛿䚸保ㆤ
⪅䛸䛾㛵䜟䜚䜢大切䛻䛧䛺䛜䜙改善䛻向䛡䛶工夫䜢䛧䛯䚹 

䠏. 合格率及䜃入学⪅䛒

䛯䜚䛾合格率䛾目標タ定

䛸䛭䛾㐩成䛻向䛡䛯教⫱

指導 

本学科卒業䛾第 1 期生䛛䜙 13 期生䜎䛷䛾 13 年㛫䛾社会福祉士国家ヨ㦂
䛾平均合格率䛿 59.1䠂䠄全国 18.8䡚30.6䠂䠅䚸⢭神保健福祉士䛿本学 79.8䠂
䠄全国 56.9䡚63.3䠂䠅䛷䛒䜚䚸全国的䛻䜒㧗水準䛾合格率䛸䛺䛳䛶䛔䜛䚹今後䜒
䛣䛾水準䜢⥔持䛩䜛䛯䜑以下䛾䛣䛸䛻取䜚⤌䜐䚹 
䐟社会福祉士国家ヨ㦂合格率䛾目標値䜢 70䠂䚸⢭神保健福祉士合格率
䛾目標値䜢 90䠂䛸䛩䜛䚹 

䕕㐩成(100%) 䕔䜋䜌㐩成(実⾜中䞉80%) 䕕㐜䜜有(50%) 䕕大幅䛺㐜䜜有(30%未満)  

上グ㐩成状況䛾具体的内容 

  㸱年生の時点より受㦂までの㛫に約 15 回の模擬試㦂を実施してい
る。各学生の学習状況を把握し、理解度に応じた学習内容についても
分析を加えることによって、合格可能性を㧗めるように試みることに
よって目標を㐩成した。 
   
䐠入学⪅䛒䛯䜚䛾社会福祉士䛾合格⪅䜢 40䠂䚸⢭神保健福祉士䛾合格⪅
䜢 20䠂䛸䛩䜛䚹 

䕕㐩成(100%) 䕔䜋䜌㐩成(実⾜中䞉80%) 䕕㐜䜜有(50%) 䕕大幅䛺㐜䜜有(30%未満)  

上グ㐩成状況䛾具体的内容 

  㸲年次の 4 月に実施する模擬試㦂直後から個別㠃ㄯ行うことをとお
して、就職先や㐍㊰希望等と併せて国家試㦂受㦂希望の有無を確ㄆし
た上で、㐍㊰の意向に応じて学生に対しては、国家試㦂勉強の方法や
日常生活リズムのㄪ整方法等についても指導を行った。さらに、合否
可能性の分析結果をもとに必要に応じて個別に㠃接行い、 
 㐍㊰確ㄆと国家試㦂受㦂の最終確ㄆを行った。 
 
䐡全国䝺䝧䝹䛾模擬ヨ㦂䛸学内䛷䛾模擬ヨ㦂䚸3 年次䛛䜙䚸年㛫䛚䛚䜐䛽

10 回実施䛧䚸䛭䛾⤖果䜢䝕䞊䝍化䛧個別㠃ㄯ䛻䛚䛔䛶学⩦成果䛾確ㄆ
䛻活䛛䛩䚹 



㕥㮵医療科学大学 

 

䕕㐩成(100%) 䕔䜋䜌㐩成(実⾜中䞉80%) 䕕㐜䜜有(50%) 䕕大幅䛺㐜䜜有(30%未満)  

上グ㐩成状況䛾具体的内容 

   㸱年次からは、模擬試㦂をもとに解答解ㄝを丁寧に行い、学生の到㐩
度に応じて個別に状況把握を行い必要に応じて学習指導を行った。 
 
䐢学内教員全員䛷国家ヨ㦂対⟇ㅮ座䜢分担䛩䜛䛸䛸䜒䛻䚸東京䜰䜹䝕䝭䞊
䛻䜘䜛⿵⩦ㅮ座䜢4年次䛻実施䛩䜛䚹成⦼䛾低㏞䛧䛶䛔䜛学生䛻䛿䚸個別
䛾学⩦支援䜢⾜䛖䚹 

䕕㐩成(100%) 䕔䜋䜌㐩成(実⾜中䞉80%) 䕕㐜䜜有(50%) 䕕大幅䛺㐜䜜有(30%未満)  

上グ㐩成状況䛾具体的内容 

   教員全員で国家試㦂対策ㅮ座を分担し、さらには東京アカデミーのㅮ
師㝕によるキメ細かい対策を行った。学生からは㐺切な学習方法が理
解できたと大変好評であった。 

 
䐣学生䛾到㐩状況䛻䛴䛔䛶保ㆤ⪅䜈㏻知䛧䚸到㐩度䛜低䛟学⩦意欲䛾乏䛧
䛔⪅䛻䛿三⪅㠃ㄯ䜢実施䛩䜛䛺䛹䚸保ㆤ⪅䛾協力䜢せㄳ䛩䜛䚹 

䕔㐩成(100%) 䕕䜋䜌㐩成(実⾜中䞉80%) 䕕㐜䜜有(50%) 䕕大幅䛺㐜䜜有(30%未満)  

上グ㐩成状況䛾具体的内容 

   䝊䝭担当教員䜘䜚保ㆤ⪅䜈㐃⤡䜢䛧䚸㠃ㄯ䛻䜘䛳䛶協㆟䜢⾜䛔䚸䛭䛾⤖果

協力䜢得䜛䛣䛸䛜䛷䛝䛯䚹 

 

䐤学生䛾⮬主的䛺国家ヨ㦂䛾㐣去問㢟䜈䛾取䜚⤌䜏䜢促䛩䛸䛸䜒䛻䚸日㡭

䛛䜙指定科目䛾授業䜢䛧䛳䛛䜚䛸学⩦䛧幅広䛔知㆑䛾獲得䛻務䜑䜛䜘䛖䛻

⤯䛘䛪呼䜃䛛䛡䛶䛔䛟䚹 
䕕㐩成(100%) 䕔䜋䜌㐩成(実⾜中䞉80%) 䕕㐜䜜有(50%) 䕕大幅䛺㐜䜜有(30%未満)  

上グ㐩成状況䛾具体的内容 

 各教員が、個別に国家試㦂対策授業を実施し、「㐣去問や教員が作成

した問㢟」への取り組みを行った。さらに、研究室において直接指導

を行ったり、メールにて指導を行ったりすることによって、学生の指

導にあたった。 

䠐. 市民公㛤ㅮ座䛾㛤催 䐟学科䠄医療福祉学専攻䠅䛜主催䛩䜛市民公㛤ㅮ座䛻多数䛾学生䛾出席䜢

促䛩䛸䛸䜒䛻䚸現場䝋䞊䝅䝱䝹䝽䞊䜹䞊䚸地域住民䜢招待䛧䚸学内外䛾交

流䛾場䛸䛩䜛䚹䛺䛚䚸公㛤ㅮ座䛾ㅮ師䛻䛿䚸㌟体㞀害⪅䚸知的㞀害⪅䚸⢭

神㞀害⪅䚸㧗㱋⪅䚸児童䚸引䛝䛣䜒䜚䚸不登校䛺䛹䚸䛔䜟䜖䜛䛂社会的弱

⪅䛃䜢支援䛩䜛支援⪅䜢招䛟䜘䛖ィ画立案䛩䜛䚹 
䕕㐩成(100%) 䕔䜋䜌㐩成(実⾜中䞉80%) 䕕㐜䜜有(50%) 䕕大幅䛺㐜䜜有(30%未満)  

上グ㐩成状況䛾具体的内容 

   昨年度は、冬期に市民公㛤ㅮ座を予定していたものの、新型コロナ

ウイルス感染症の拡大により、当日ㅮ演㸦「犯罪と㐓脱の心理学㸸台湾

の現状と展望」㸧予定であった戴伸峰ㅮ師㸦台湾国立中正大学教授㸧よ

り㎡㏥の申し入れ㸦出国に対する不安㸧が示されたため、急㑉公㛤ㅮ

座を次年度に延期する㐠びとなった。ただし、本公㛤ㅮ座の準備は滞

りなく㐠んでいたため、「ほぼ㐩成㸦実行中㸧80㸣」と評価した。 

 



㕥㮵医療科学大学 

 

第㸰㸫㸰期の活動計画の㐩成状況 

 

㔜点分㔝 12㸸各学科教育の特色㸦医療福祉学科・臨床心理学専攻㸧 

【基本方㔪:1】 
 学科教育の特色と㨩力づくり 
【基本方㔪:2】 
 国家㈨格試㦂またはㄆ定㈨格試㦂の合格率の目標設定とその㐩成に向けた教育指導 
【中期計画】2018年度-2020年度 
1.学㒊教育と大学㝔教育の㐃携による学㒊教育の㨩力づくり 

  2.大学㝔教育及びこころの相ㄯセンターの地域㈉献を充実させる 

3.市民公㛤ㅮ座の㛤催 

㈐任者: 医療福祉学科㛗 
分担者: 臨床心理学専攻㛗 
事務局:教務ㄢ 

㸰㸮㸯㸷年度活動計画 

対応する中期計画㡯目 活動計画内容 

䠍. 学㒊教⫱䛸大学㝔教⫱

䛾㐃携䛻䜘䜛学㒊教⫱

䛾㨩力䛵䛟䜚䚹 

 

䚽公ㄆ心理師䞉⮫床心理士㣴成䜢主䛸䛧䛯本専攻䛷䛿䚸大学㝔生䛻䚸
大学㝔修了時䜢䛚䛡䜛大学㝔生䛾姿䛜明確䛻䛺䛳䛶䛝䜎䛧䛯䚹䛭䜜䛻䛿䚸
⮫床実㊶䛻㐺䛳䛯援助姿勢䛸技法䜢㌟䛻䛴䛡䜛䛣䛸䛸䚸䛭䛾䝞䝑䜽䝪䞊䞁䛸
䛺䜛様䚻䛺理ㄽ䜢学䜆䛣䛸䛷䛩䚹䛭䛧䛶䚸䛣䛾䛣䛸䛣䛭䛜䚸⮫床心理学専攻
䛾特Ⰽ䛷䛒䜚䚸㨩力䛵䛟䜚䛻⧅䛜䜚䜎䛩䚹 
䜎䛪学㒊段㝵䛷䛿䚸当事⪅䛾生物䞉心理䞉社会的ど点䛛䜙理ゎ䛩䜛䛯䜑

䛾理ㄽ䜢学䜃䚸学㒊段㝵䛷㌟䛻䛴䛡䜛䜉䛝実㊶⬟力䜢㌟䛻䛴䛡䜛必せ䛜
䛒䜚䜎䛩䚹 
以上䛾方㔪䜢䚸䛣䜜䜎䛷以上䛻教員㛫䛾意思⤫一䜢ィ䜚䚸公ㄆ心理師

ヨ㦂䜢意㆑䛧䛯ㅮ⩏䜢⾜䛖䛸共䛻䚸教員各⮬䛜担当䛩䜛科目内容䜢実㊶䛻
則䛧䛯䜒䛾䛻䛧䛶䛔䛝䜎䛩䚹 
䕕㐩成(100%) 䕔䜋䜌㐩成(実⾜中䞉80%) 䕕㐜䜜有(50%) 䕕大幅䛺㐜䜜有(30%未満)    

上記㐩成状況の具体的内容 
教員全員䛜䚸上グ䛾方㔪䜢共有䛧䚸基礎科目䚸専㛛基礎科目䚸専㛛 
科目䛾全䛶䜢⤫合的䛻学䜆䛣䛸䛜心理実㊶䛻必せ䛷䛒䜛䛣䛸䜢共有
䛧䚸各担当ㅮ⩏䛷学生䛻⧞䜚㏉䛧ㄝ明䛩䜛䛣䛸䜢⾜䛺䛔䜎䛧䛯䚹䜎䛯䚸現
在学䜣䛷䛔䜛䛣䛸䛜実㊶䛻䛚䛔䛶䛹䛾䜘䛖䛻役立䛴䛾䛛䜲䝯䞊䝆䛷䛝䜛
䜘䛖䛻䚸具体的䛺実㊶事例䜢提示䛧䛺䛜䜙ㅮ⩏䛧䜎䛧䛯䚹 

 
䚽公ㄆ心理師国家ヨ㦂䛻䛚䛔䛶出㢟䛥䜜䜛問㢟䛾䛖䛱䚸学㒊段㝵䛷学

䜆概ㄽ的知㆑問㢟䛿心理学㎡典及䜃⮫床心理学㎡典䛻掲㍕䛥䜜䛶䛔䜛
用ㄒ䜢㑅択⫥䛛䜙㑅䜆䜘䛖䛺問㢟䛺䛾䛷䚸予備校䛻䛚䛡䜛模擬ヨ㦂用問
㢟䜢ゎ䛟䛣䛸䛷ゎ答率䜢上䛢䜛䛣䛸䛜可⬟䛷䛩䚹実㊶㔜ど䛾本専攻䛷䛿䛣
䛾カ⦎䜢授業中䛻⾜䛖䛣䛸䛿䛫䛪䚸䛭䛾⿵完䛾為䛻䚸大学㝔生䚸学㒊生䛻
䜘䜛⦪䛾勉強会䛷䛒䜛䝃䜲䝁䝻䜽䝷䝤䜢発㊊䛥䛫䜎䛧䛯䚹今年度䛿䚸秋䛾大
学㝔入ヨ⤊了後卒業ㄽ文䜢書䛝上䛢䜛㡭䛻䚸本学大学㝔㐍学生䜢中心䛻
公ㄆ心理師国家ヨ㦂勉強会䜢発㊊䛥䛫䛶䚸来年䠏月䜎䛷䛻学㒊段㝵䛷䛾
ゎ答率䜢引䛝上䛢䜎䛩䚹 

䕕㐩成(100%) 䕔䜋䜌㐩成(実⾜中䞉80%) 䕕㐜䜜有(50%) 䕕大幅䛺㐜䜜有(30%未満)   

上グ㐩成状況䛾具体的内容 

公ㄆ心理師科目䛻䛚䛔䛶䛿ㅮ⩏䛾中䛷䚸㐣去䛾公ㄆ心理師䜔⮫床 
心理士䛾ヨ㦂問㢟䜢扱䛔䚸㔜せ䛺点䜢強ㄪ䛧䜎䛧䛯䚹本学卒業生䛷本
学大学㝔㐍学⪅䛻䛴䛔䛶䛿䚸大学㝔入学前䛻公ㄆ心理師ヨ㦂対⟇䜢
⾜䛖䜘䛖指導䛧䚸具体的䛺勉強方法䛻䛴䛔䛶提示䛧䜎䛧䛯䚹 

2.大学㝔教⫱及䜃䛣䛣䜝䛾相

ㄯ䝉䞁䝍䞊䛾地域㈉献䜢充

実䛥䛫䜛 

䚽大学㝔修了時䛻䛚䛡䜛大学㝔生䛾姿䛜明確䛻䛺䛳䛶䛝䜎䛧䛯䚹 

現在䚸大学㝔修士䠎年生䛿䛣䛣䜝䛾相ㄯ䝉䞁䝍䞊䛻䛚䛡䜛䠍年㛫䛾実㊶

䛾学䜃䛻䜘䜚䚸実㊶力䛾力䛜向上䛧䚸指導教員䛾䝇䞊䝟䞊䝡䝆䝵䞁䛾䜒䛸



㕥㮵医療科学大学 

 

 

 

 

䛷䚸各⮬䛷䜽䝷䜲䜶䞁䝖䜢担当䛧䚸䜹䜴䞁䝉䝸䞁䜢実施䛧始䜑䛶䛔䜎䛩䚹䛩䛷

䛻各㝔生䛿䠐事例䛛䜙䠑事例䜢担当䛧䛶䛔䜎䛩䚹修士ㄢ程修了時䛻䛿䚸専

㛛⫋員䛸䛧䛶勤務䛩䜛外㒊専㛛相ㄯ機㛵䛻䛚䛔䛶䚸充分䛻実㊶可⬟䛺⬟

力䜢㣴䛖䛣䛸䛜㔜せ䛺目標䛻䛺䜚䜎䛩䚸教員䛿彼䜙䛾実㊶力䜢䜎䛩䜎䛩向

上䛥䛫䜛䛯䜑䛾䝇䞊䝟䞊䝡䝆䝵䞁䜢⾜䛖䛣䛸䛻䛺䜚䜎䛩䚹 
䕕㐩成(100%) 䕔䜋䜌㐩成(実⾜中䞉80%) 䕕㐜䜜有(50%) 䕕大幅䛺㐜䜜有(30%未満)   

上グ㐩成状況䛾具体的内容 

大学㝔䠎年生䛾 2019 年度䛻䛚䛡䜛䜿䞊䝇担当䛻伴䛖実⩦時㛫䛾平
均䛿 316 時㛫䛷䛧䛯䚹䛣䛾時㛫数䛿䚸厚労省䛾定䜑䜛内㒊実⩦時㛫䜢
上回䜛䜒䛾䛷䚸充実䛧䛯実⩦䜢提供䛷䛝䛶䛔䜛䛣䛸䜢示䛧䜎䛩䚹 

 

䚽䛣䛾䛣䛸䛿䚸地域㐃携䞉㈉献䛸䛔䛖本学䛣䛣䜝䛾相ㄯ䝉䞁䝍䞊䛜㔜せ䛺

役割䜢䛣䜜䜎䛷以上䛻果䛯䛩䛣䛸䛜可⬟䛻䛺䛳䛶䛔䜛䛸䜒ゝ䛘䜎䛩䛧䚸実㝿

䛻㕥㮵市䜢中心䛸䛩䜛地域䛛䜙䛾ホ価䜒㧗䜎䛳䛶䛚䜚䚸来ㄯ⪅䛛䜙䛾⤂介

䛻䜘䜛相ㄯ依㢗件数䛜増大䛧䛶䛔䜎䛩䚹䛣䛾好ホ価䜢持⥆䛥䛫䜛䛯䜑䛾地

㐨䛺活動䜢⥆䛡䜎䛩䚹 
䕕㐩成(100%) 䕔䜋䜌㐩成(実⾜中䞉80%) 䕕㐜䜜有(50%) 䕕大幅䛺㐜䜜有(30%未満)   

上グ㐩成状況䛾具体的内容 

2019年度䛾延䜉相ㄯ件数䛿 1,706件䛷䚸2017年度䛾 580件䚸2018

年度䛾 1,145件䛻比㍑䛧䛶䚸ⴭ䛧䛟増加䛧䛶䛔䜎䛩䚹 

 

䚽大学㝔修士䠎年生䛿修士ㄽ文䜢書䛝上䛢䜛年度䛻䛺䜚䜎䛧䛯䚹⮫床心

理学分㔝䛻䛚䛡䜛修士ㄽ文䛿実㊶事例ㄽ文䛷䛩䚹修士䠎年䛷修了予定䛾

全䛶䛾㝔生䛜無事修士ㄽ文䜢書䛝上䛢䛶䚸本学大学㝔䛾主目的䛷䛒䜛公

ㄆ心理師䛚䜘䜃⮫床心理士受㦂䛻合格䛩䜛䛯䜑䛾準備䜢⾜䛘䜛䜘䛖䛻指

導䛧䜎䛩䚹 
䕕㐩成(100%) 䕔䜋䜌㐩成(実⾜中䞉80%) 䕕㐜䜜有(50%) 䕕大幅䛺㐜䜜有(30%未満)   

上グ㐩成状況䛾具体的内容 

   2019年度修了生全䛶䛜䚸実㊶事例䛻基䛵䛟事例研究䜢⾜䛔修士ㄽ

文䛸䛧䛶提出䛩䜛䛣䛸䛜䛷䛝䜎䛧䛯䚹 

 

䚽公ㄆ心理師䞉⮫床心理士㈨格受㦂䛻䛴䛔䛶䛿䚸䠎䠌䠎䠌年䠍月䛛䜙準備

会䜢発㊊䛥䛫䛶䚸䝃䜲䝁䝻䜽䝷䝤䛸䛧䛶学㒊専攻生䜢巻䛝㎸䜣䛰勉強会䜢㐠

営䛥䛫䜎䛩䚹 
䕕㐩成(100%) 䕔䜋䜌㐩成(実⾜中䞉80%) 䕕㐜䜜有(50%) 䕕大幅䛺㐜䜜有(30%未満)   

上グ㐩成状況䛾具体的内容 

全体会㆟䛷䠍回䚸各䜾䝹䞊䝥䛷䛿延䜉⣙ 10回㛤催䛥䜜䜎䛧䛯䚹 

3.市民公㛤ㅮ座䛾㛤催 ⮫床心理学分㔝教員䛻䜘䜛䚸⮫床心理実㊶䛾知ぢ䜢基䛻䛧䛯公㛤ㅮ座
䛿䚸㕥㮵市教⫱委員会䛾䜏䛺䜙䛪䚸心䛾問㢟䜢抱䛘䜛一⯡家庭䛾方䚻䛛
䜙䜒期待䛥䜜䛶䛚䜚䚸毎年㛤催䛧䛶䛝䜎䛧䛯䚹䠎䠌䠍䠕年度䜒䠕月䛻公㛤ㅮ座
㛤催䜢予定䛧䛶䛔䜎䛩䚹 
䜎䛯䚸昨年度䛩䛷䛻䚸本学䛣䛣䜝䛾相ㄯ䝉䞁䝍䞊䛻来䜙䜜䛶䛔䜛不登校生
徒䛾御両ぶ䛰䛡䛷䛺䛟䚸小䞉中䞉㧗䛾先生方䜔䝇䜽䞊䝹䜹䜴䞁䝉䝷䞊䛾䜏䛻
相ㄯ䛥䜜䛶䛔䜛䛤両ぶぶ䜒参加可⬟䛺䇾不登校ぶ支援䛾会䠄䠏䛛月䠒回㛤
催䠅䇿䜢㛤催䛧䚸好ホ価䜢得䜎䛧䛯䛾䛷䚸䠎䠌䠍䠕年度䜒䠍䠌月䛛䜙同様䛾形式
䛷㛤催䛩䜛予定䛷䛩䚹 

䕕㐩成(100%) 䕔䜋䜌㐩成(実⾜中䞉80%) 䕕㐜䜜有(50%) 䕕大幅䛺㐜䜜有(30%未満)   

上グ㐩成状況䛾具体的内容 

2019 年度䛿不登校ぶ䛾会䛜䠓回䚸発㐩㞀害ぶ䛾会䛜䠑回㛤催䛥䜜
䜎䛧䛯䚹㕥㮵市教⫱委員会䛺䛹䛸䛾㐃携䛻㛵䛧䛶䛿䚸ⱝ手教⫋員対㇟䛾
研修ㅮ座䚸中学校不登校対⟇担当⪅䝭䞊䝔䜱䞁䜾䚸不登校傾向䛾中学
䠍年生䛾䜿䞊䝇会㆟䚸小中㐃携䛾事例検ウ会䛺䛹䛜㛤催䛥䜜䜎䛧䛯䚹 

 

 

 

 



㕥㮵医療科学大学 

 

第㸰㸫㸰期の活動計画の㐩成状況 

 

㔜点分㔝 12㸸各学科教育の特色㸦㙀灸サイエンス学科㸧 

【基本方㔪:1】 
 学科教育の特色と㨩力づくり 
【基本方㔪:2】 
 国家㈨格試㦂またはㄆ定㈨格試㦂の合格率の目標設定とその㐩成に向けた教育指導 
【中期計画】2018年度-2020年度 
1.学生および保ㆤ者の期待に応えるための教育内容の充実と教育方法・教授方法の更なる改善 
2.効果的な学習支援と向学心の㧗揚への取り組み 
3.各㈨格試㦂の合格率及び入学者あたりの合格率の目標設定とその㐩成に向けた教育指導  
4.市民公㛤ㅮ座の㛤催 

㈐任者:㙀灸サイエンス学科㛗 
分担者:㧘木久代、浦田 繁、廖 世新、㕥木 聡、本田㐩朗、水㔝海㦐、張 文平、㛗岡伸征、
㧘木 健、瀧本未来 
事務局:教務ㄢ 

㸰㸮㸯㸷年度活動計画 

対応する中期計画㡯目 活動計画内容 

䠍. 教⫱内容䛾充実䛸教⫱方

法䞉教授方法䛾改善 

䠍 䜻䝱䝸䜰教⫱䛾充実 
䐟䜻䝱䝸䜰教⫱ㅮ演䜢年 1回㛤催䛩䜛䚹 
䕔㐩成(100%) 䕕䜋䜌㐩成(実⾜中䞉80%) 䕕㐜䜜有(50%) 䕕大幅䛺㐜䜜有(30%未満)  

上グ㐩成状況䛾具体的内容 

4期生䛾土屋先生䚸5期生䛾宇佐⨾先生䛻䜘䜛ㅮ演䜢㛤催䛧䛯䚹 
 
䠎 ⮫床実⩦䛾㔞䛾拡充䛸㉁䛾向上䛾䛯䜑䚸下グぢ学実⩦䜢実施䚹 
䐟桜䛾森白子䝩䞊䝮䚹 
䐠三㔜大学医学㒊㝃属病㝔㯞㓉科䠄⤫合医療䞉㙀灸外来䠅䚹 
䕔㐩成(100%) 䕕䜋䜌㐩成(実⾜中䞉80%) 䕕㐜䜜有(50%) 䕕大幅䛺㐜䜜有(30%未満)  

上グ㐩成状況䛾具体的内容 

三㔜大学䛿 6月䚸桜䛾森白子䝩䞊䝮䛿 12月䛻実施䛧䛯䚹 
 
䠏 㙀灸䝇䝫䞊䝒䝖䝺䞊䝘䞊学専攻䛻䛚䛡䜛教⫱内容䛾充実  䐟䝇䝫
䞊䝒䝖䝺䞊䝘䞊学䛚䜘䜃㈨格ヨ㦂䛾知㆑䛸技⾡䜢䜰䜴䝖䝥䝑䝖䛩䜛䝣䜱
䞊䝹䝗䝽䞊䜽䜢実施䛩䜛䚹施タ䛚䜘䜃実施内容䜢検ウ䚹 
䕔㐩成(100%) 䕕䜋䜌㐩成䕕(実⾜中䞉80%)㐜䜜有(50%) 䕕大幅䛺㐜䜜有(30%未満)  

上グ㐩成状況䛾具体的内容 

㕥㮵市䛻䛒䜛䝩䞁䝎䝠䞊䝖䝷䜾䝡䞊䝏䞊䝮䛸㐃携䛧䚸施タぢ学 2回䚸
⦎⩦ヨ合䛾䜲䞁䝍䞊䞁䝖䝺䞊䝘䜢 6回実施䛧䛯䚹 

䠎. 学⩦支援䛸向学心䛾㧗揚 䠍 個人㠃ㄯ 
担任䛻䜘䜛反復䛧䛯㠃ㄯ䜢実施䛧䚸常䛻学⩦状態䚸生活状況䛺䛹 

䛾情報䜢収㞟䛧䛺䛜䜙学生䛸䛾䝁䝭䝳䝙䜿䞊䝅䝵䞁䜢欠䛛䛥䛺䛔䜘䛖䛻䛩
䜛䚹成⦼不Ⰻ⪅䛻対䛩䜛学⩦改善䛰䛡䛷䛺䛟䚸⮬主性䜔向上心䜢持䛶䜛
䜘䛖䛻手厚䛔指導䜢⥅⥆䛩䜛䚹 

䕔㐩成(100%) 䕕䜋䜌㐩成(実⾜中䞉80%) 䕕㐜䜜有(50%) 䕕大幅䛺㐜䜜有(30%未満)  

上グ㐩成状況䛾具体的内容 

反復䛧䛯㠃ㄯ䛻䜘䜚情報収㞟䜢⾜䛔䚸手厚䛔教⫱䜢⥅⥆䛧䛶䛔䜛䚹 
 
䠎 意欲向上䞉交流促㐍䛾䛯䜑䚸䝺䜽䝸䜶䞊䝅䝵䞁䜢企画 
 球技大会䚸取穴大会䠄䝒䝪䛾位⨨䜔暗唱䜢競䛔合䛖䠅䜢実施䚹 

䕔㐩成(100%) 䕕䜋䜌㐩成(実⾜中䞉80%) 䕕㐜䜜有(50%) 䕕大幅䛺㐜䜜有(30%未満)  

上グ㐩成状況䛾具体的内容 

6月䛻球技大会䚸䠓月䛸 9月䛻取穴大会䜢㛤催䛧䛯䚹 



㕥㮵医療科学大学 

 

䠏. 合格率及䜃入学⪅䛒䛯䜚

䛾合格率䛾目標タ定䛸䛭䛾㐩

成䛻向䛡䛯教⫱指導 

䠍 目標 
 合格率 100䠂 
 入学⪅䛒䛯䜚䛾合格率 90䠂䜢目標䛸䛩䜛䚹 

䕕㐩成(100%) 䕕䜋䜌㐩成(実⾜中䞉80%) 䕔㐜䜜有(50%) 䕕大幅䛺㐜䜜有(30%未満)  

上グ㐩成状況䛾具体的内容 

受㦂⪅䛒䛯䜚䛾合格率䛿 100䠂䛷䛒䛳䛯䛜䚸入学⪅䛒䛯䜚䛾合格率
䛿 68䠂䛷䛒䛳䛯䚹 

 
䠎 指導内容 
 教員䛜䚸学生全員䜢合格䛻導䛟熱意䛸気概䜢持䛱䚸下グ指導䜢徹 
底䛩䜛䚹 
䐟䠍年次䜘䜚国家ヨ㦂䜈䛾危機感䜢㧗䜑䚸出㢟傾向䜢意㆑䛧䛯授 
業䜢実施䛩䜛䚹 

䕔㐩成(100%) 䕕䜋䜌㐩成(実⾜中䞉80%) 䕕㐜䜜有(50%) 䕕大幅䛺㐜䜜有(30%未満)  

上グ㐩成状況䛾具体的内容 

全教員䛜国家ヨ㦂䜈気概䛜䛒䜚䚸意㆑䛧䛯授業䜢実施䛧䛶䛔䜛䚹 
 
 䐠㛵㐃科目䛾期末ヨ㦂䛿䚸国ヨ㐣去問㢟䛸䜸䝸䝆䝘䝹問㢟䛷ホ価 

䛩䜛䚹 
䕕㐩成(100%) 䕔䜋䜌㐩成(実⾜中䞉80%) 䕕㐜䜜有(50%) 䕕大幅䛺㐜䜜有(30%未満)  

上グ㐩成状況䛾具体的内容 

担当教員䛜国家ヨ㦂䜢意㆑䛧䛯䜸䝸䝆䝘䝹問㢟䜢作成䞉ホ価䛧䛯䚹 
 

 䐡対⟇授業䛾指導䜢強化䛧䚸せ点文㞟䜢段㝵的䛻暗グ䛥䛫䚸全䛶 
暗グ䛩䜛䜎䛷確ㄆヨ㦂䜢⧞䜚㏉䛩䚹 

䕕㐩成(100%) 䕔䜋䜌㐩成(実⾜中䞉80%) 䕕㐜䜜有(50%) 䕕大幅䛺㐜䜜有(30%未満)  

上グ㐩成状況䛾具体的内容 

4年生䛾対⟇授業䛷実施䚹 
 
䐢成⦼不振⪅䜢月 1回䛾模擬ヨ㦂䛾⤖果䛛䜙抽出䛧䚸対⟇授業䛸 
䛿別䛻⿵ㅮ䜢実施䛩䜛䚹⿵ㅮ䛷䛿毎回䚸ㄢ㢟䜢暗グ䛥䛫䚸口㢌 
ヨ問䛻䜘䜚䜰䜴䝖䝥䝑䝖䛥䛫䜛䚹䛣䜜䜢反復学⩦䛩䜛䛣䛸䛻䜘 
䜚䚸⩦慣䛸知㆑䜢定着䛥䛫䜛䚹 

䕔㐩成(100%) 䕕䜋䜌㐩成(実⾜中䞉80%) 䕕㐜䜜有(50%) 䕕大幅䛺㐜䜜有(30%未満)  

上グ㐩成状況䛾具体的内容 

4 年生䛿実力䝔䝇䝖䛾⤖果䛛䜙䚸䠍䡚3 年生䛿期末䝔䝇䝖䛾⤖果䛛䜙
60点未満䛾学生䛻対䛧䚸⿵ㅮ䜢⾜䛔䚸各教員䛷口㢌ヨ問䚸小䝔䝇䝖䜢
⾜䛳䛯䚹 

 
䐣䝰䝏䝧䞊䝅䝵䞁⥔持䞉向上䛾䛯䜑䛻䚸定期ヨ㦂後䜔⿵⩦⤊了後 
䛻個別㠃ㄯ䜢⾜䛔䚸学生䜢叱咤激励䛧䛺䛜䜙国家ヨ㦂䜎䛷一⥴ 
䛻取䜚⤌䜣䛷䛔䛟䚹 

䕔㐩成(100%) 䕕䜋䜌㐩成(実⾜中䞉80%) 䕕㐜䜜有(50%) 䕕大幅䛺㐜䜜有(30%未満)  

上グ㐩成状況䛾具体的内容 

国ヨ対⟇委員䛸学科㛗䛻䜘䜛個別㠃ㄯ䜢実施䚸䛭䜜䛻加䛘䛶担当
教員䜢割䜚振䜚䛧䛶学⩦状況䚸小䝔䝇䝖確ㄆ䜢⾜䛳䛯䚹 

䠐. 市民公㛤ㅮ座 第 12回㙀灸䝃䜲䜶䞁䝇学科 市民公㛤ㅮ座䜢下グ内容䛷㛤催䛩䜛䚹 
令和元年 6月 29日䠄土䠅10䠖00䡚15䠖00 
䐟 ㅮ演䊠䛂⭸䛾痛䜏䜢㜵䛠!䛃 㛗岡伸征 
䐠 ㅮ演䊡䛂健⨾和⮃弁当䛾ゎㄝ䛃 㧘木久代 
䐡䛂健康相ㄯ䛃 学科教員 
䐢体㉁䝏䜵䝑䜽䛸体㉁䛻䛒䜟䛫䛯⸆⮃Ⲕ䝁䞊䝘䞊 

䕔㐩成(100%) 䕕䜋䜌㐩成(実⾜中䞉80%) 䕕㐜䜜有(50%) 䕕大幅䛺㐜䜜有(30%未満)  

上グ㐩成状況䛾具体的内容 

䛚䜘䛭 220名䛜参加䛧䛶盛況䛻⤊了䛩䜛䛣䛸䛜䛷䛝䛯䚹午後䛛䜙体 
㉁䝏䜵䝑䜽䞉⸆⮃Ⲕヨ㣧䛸䛸䜒䛻学科教員䛻䜘䜛健康相ㄯ䜢実施䛧䚸 
健康相ㄯ⣙ 100名䜋䛹䛾相ㄯ䜢受䛡䛯䚹 

 



㕥㮵医療科学大学 

 

第㸰㸫㸰期の活動計画の㐩成状況 

 

㔜点分㔝 12㸸各学科教育の特色㸦臨床工学科㸧 

【基本方㔪:1】 
 学科教育の特色と㨩力づくり 
【基本方㔪:2】 
 国家㈨格試㦂またはㄆ定㈨格試㦂の合格率の目標設定とその㐩成に向けた教育指導 
【中期計画】2018年度-2020年度 
1.学生および社会の期待に応えるための教育内容の充実と教育方法・教授方法の更なる改善 
2.効果的な学習支援と向学心の㧗揚への取り組み 
3.各㈨格試㦂の合格率及び入学者あたりの合格率の目標設定とその㐩成に向けた教育指導 
4.市民公㛤ㅮ座の実施 

5.学生確保の取り組み 

㈐任者:臨床工学科㛗 
分担者: 
事務局:教務ㄢ 

㸰㸮㸯㸷年度活動計画 

対応する中期計画㡯目 活動計画内容 

1䠊教⫱内容䛾充実䛸教⫱  

 方法䞉教授方法䛾改善 

 

䐟大学新入時䛻Early exposure䜢⾜䛔䚸初年次教⫱䛾充実䜢図䜛䚹 
䕔㐩成(100%) 䕕䜋䜌㐩成(実⾜中䞉80%) 䕕㐜䜜有(50%) 䕕大幅䛺㐜䜜有(30%未満)  

上グ㐩成状況䛾具体的内容 

ィ画的䛻予⟬䜢⦅成䛧䚸2䛛所䛾病㝔䛷Early exposure䜢初年次教⫱䛸
䛧䛶⾜䛳䛯䚹 

 
䐠⮫床工学科教⫱䛾㉁保ド委員会䜢発㊊䛧䚸䜹䝸䜻䝳䝷䝮等䛻䛴䛔䛶検ウ
䛩䜛䚹 
䕔㐩成(100%) 䕕䜋䜌㐩成(実⾜中䞉80%) 䕕㐜䜜有(50%) 䕕大幅䛺㐜䜜有(30%未満)  

上グ㐩成状況䛾具体的内容 

委員会䜢発㊊䛥䛫䚸学科䜹䝸䜻䝳䝷䝮䛺䛹䛻䛴䛔䛶䛾検ウ䜢⾜䛳䛯䚹 
 
䐡4年前期䞉後期䛻㛤ㅮ䛥䜜䜛学科全教員䛻䜘䜛国家ヨ㦂対⟇䛸䛧䛶䛾特
別演⩦科目䛾充実䜢図䜛䚹 
䕕㐩成(100%) 䕔䜋䜌㐩成(実⾜中䞉80%) 䕕㐜䜜有(50%) 䕕大幅䛺㐜䜜有(30%未満)  

上グ㐩成状況䛾具体的内容 

学科教員全員䛻䜘䜛国家ヨ㦂䛻対䛩䜛特別演⩦䜢前期䞉後期䛻⾜䛳
䛯䚹 

 
䐢演⩦䞉実⩦科目䛻䛚䛔䛶䝹䞊䝤䝸䝑䜽䜢ホ価尺度䛸䛧䛶用䛔䚸⥲合ホ価䛻
反映䛥䛫䜛䚹 
䕕㐩成(100%) 䕕䜋䜌㐩成(実⾜中䞉80%) 䕔㐜䜜有(50%) 䕕大幅䛺㐜䜜有(30%未満)  

上グ㐩成状況䛾具体的内容 

実⩦科目䛷一㒊䝹䞊䝤䝸䝑䜽䜢取䜚入䜜䛶䛔䜛䛜十分䛷䛿䛺䛔䚹 
 
䐣新学修䝃䝫䞊䝖䝅䝇䝔䝮䛾教員活用䜢㐍䜑䜛䚹 

䕕㐩成(100%) 䕔䜋䜌㐩成(実⾜中䞉80%) 䕕㐜䜜有(50%) 䕕大幅䛺㐜䜜有(30%未満)  

上グ㐩成状況䛾具体的内容 

新䛯䛺䠨䠩䠯䛜導入䛥䜜䚸教員活用䛜㐍䜑䜙䜜䛯䚹 

2䠊学⩦支援䛸向学心䛾㧗

揚 

 

䐟GPA䛻基䛵䛝学⩦指導ィ画䜢図䜛䛸共䛻 GPA上位学生䛾㐍㊰䜢含䜑䛯
早期活動䛾促㐍䜢図䜛䚹 
䕕㐩成(100%) 䕔䜋䜌㐩成(実⾜中䞉80%) 䕕㐜䜜有(50%) 䕕大幅䛺㐜䜜有(30%未満)  

上グ㐩成状況䛾具体的内容 

GPA 䛻基䛵䛝䜽䝷䝇⦅成䛥䜜䚸国家ヨ㦂対⟇䜔就⫋活動䛻活用䛥䜜
䛯䚹 



㕥㮵医療科学大学 

 

䐠⮬治体䛜⾜䛖健康䜲䝧䞁䝖等䜈䛾参加䞉協力䜢促䛩䚹 
䕕㐩成(100%) 䕔䜋䜌㐩成(実⾜中䞉80%) 䕕㐜䜜有(50%) 䕕大幅䛺㐜䜜有(30%未満)  

上グ㐩成状況䛾具体的内容 

㕥㮵市䛜⾜䛳䛯健康䝣䜵䜰䛻䝤䞊䝇䜢㛤タ䛧䚸参加䛧䛯䚹 
 
䐡学生䜈䛾䝪䝷䞁䝔䜱䜰活動情報䜢提供䛧䚸⮬治体䛜⾜䛖䜲䝧䞁䝖䜈参加
䠄展示等䠅䛩䜛䚹 
䕕㐩成(100%) 䕔䜋䜌㐩成(実⾜中䞉80%) 䕕㐜䜜有(50%) 䕕大幅䛺㐜䜜有(30%未満)  

上グ㐩成状況䛾具体的内容 

䝪䝷䞁䝔䜱䜰情報䜢学生䛻提供䛧䚸䝪䝷䞁䝔䜱䜰䝉䞁䝍䞊䜈䛾登㘓䜢促
䛧䛯䚹㕥㮵市䠄弁天山公園䠅䜅䜜䛒䛔広場䛷学科䛾䝤䞊䝇䜢㛤タ䛧䚸学生
䛸䛸䜒䛻参加䛧䛯䚹 

 
䐢欠席䛾多䛔学生䛻対䛧䛶䚸担任䛛䜙早期䛻㐃⤡䜢取䜚状況䜢把握䛩䜛䚹 

䕕㐩成(100%) 䕔䜋䜌㐩成(実⾜中䞉80%) 䕕㐜䜜有(50%) 䕕大幅䛺㐜䜜有(30%未満)  

上グ㐩成状況䛾具体的内容 

 各学年䛾担任䛻䜘䜚䚸学生䜈䛾早期䛾㐃⤡䜔相ㄯ䚸㠃ㄯ䛜⾜䜟䜜䛯䚹 
 
䐣大学祭䛻䛚䛡䜛学科発⾲䛾支援強化䜢⾜䛖䚹 

䕕㐩成(100%) 䕔䜋䜌㐩成(実⾜中䞉80%) 䕕㐜䜜有(50%) 䕕大幅䛺㐜䜜有(30%未満)  

上グ㐩成状況䛾具体的内容 

担当教員䛾支援䛻䜘䜚䚸大学祭䛷䛾充実䛧䛯学科発⾲䛜⾜䜟䜜䛯䚹 

3䠊合格率及䜃入学⪅䛒䛯

䜚䛾合格率䛾目標タ定䛸䛭

䛾㐩成䛻向䛡䛯教⫱指導 

 

䐟新卒学生䛾 100%合格䜢目指䛧䚸入学⪅䛒䛯䜚䛾合格率䛾目標タ定䛸䛧䛶
90%䜢目指䛩䚹 
䕕㐩成(100%) 䕔䜋䜌㐩成(実⾜中䞉80%) 䕕㐜䜜有(50%) 䕕大幅䛺㐜䜜有(30%未満)  

上グ㐩成状況䛾具体的内容 

新卒学生䛾合格率䛜全国 90.7%䛻対䛧䛶本学䛜 95%,新卒䠇既卒䛜全
国 82.1䠂䛻対䛧䛶本学 93%䛸上回䜛⤖果䛸䛺䛳䛯䚹入学⪅䛒䛯䜚䛾合格率
䛿入学時 48名䛻対䛧䚸卒業⪅数 36名䛷 75%䛸䛺䛳䛯䚹 

 
䐠合格䝷䜲䞁䜈䛾到㐩䛻向䛡䚸GPA 及䜃模擬ヨ㦂䛻䜘䜛䜽䝷䝇別⦅成䜢⾜
䛔䚸前期䜘䜚䚸⮬⩦䛾⩏務付䛡並䜃䛻国家ヨ㦂対⟇⿵ㅮ出席䜢促䛩䚹 
䕕㐩成(100%) 䕔䜋䜌㐩成(実⾜中䞉80%) 䕕㐜䜜有(50%) 䕕大幅䛺㐜䜜有(30%未満)  

上グ㐩成状況䛾具体的内容 

学生⮬㌟䛾学力䝺䝧䝹䛾把握䜢促䛩䛯䜑䚸䜽䝷䝇⦅成䛻䜘䜚䚸早期䛛䜙
国家ヨ㦂䜈䛾取䜚⤌䜏䛜⾜䜟䜜䛯䚹 

 
䐡国ヨ㢖出問㢟䛾䝫䜲䞁䝖䜢指導䚸必㡲基本問㢟䜢⧞䜚㏉䛧⾜䛖䚹 

䕕㐩成(100%) 䕔䜋䜌㐩成(実⾜中䞉80%) 䕕㐜䜜有(50%) 䕕大幅䛺㐜䜜有(30%未満)  

上グ㐩成状況䛾具体的内容 

 各教員䛻䜘䜛指導分㔝䛾䝇䝷䜲䝗作成䛻䜘䜚䚸国家ヨ㦂㔜点䝫䜲䞁䝖䛾
指導䛜⾜䜟䜜䛯䚹 

 
䐢各䜽䝷䝇別学生䛾㐍度䛻対応䛧䛯国ヨ対⟇䜔学修䝃䝫䞊䝖䜢⾜䛖䚹 

䕕㐩成(100%) 䕔䜋䜌㐩成(実⾜中䞉80%) 䕕㐜䜜有(50%) 䕕大幅䛺㐜䜜有(30%未満)  

上グ㐩成状況䛾具体的内容 

A,B,C 䝺䝧䝹䛻分䛡䛯䜽䝷䝇⦅成䛻䜘䜚䚸学力䝺䝧䝹䛻対応䛧䛯䝃䝫䞊
䝖䛜⾜䜟䜜䛯䚹 

 
䐣各教員䛜国家ヨ㦂䛾専㛛分㔝䛻⢭㏻䛧䚸国ヨ全体䜒把握䛧䛶䛔䜛䚹 

䕕㐩成(100%) 䕔䜋䜌㐩成(実⾜中䞉80%) 䕕㐜䜜有(50%) 䕕大幅䛺㐜䜜有(30%未満)  

上グ㐩成状況䛾具体的内容 

 各教員䛜䛭䜜䛮䜜䛾専㛛分㔝以外䛾把握䛻努䜑䛶䛔䜛䚹 
 
䐤国家ヨ㦂䝃䝫䞊䝖䝋䝣䝖䜴䜵䜰䛾教員活用䜢㐍䜑䜛䚹 

䕕㐩成(100%) 䕕䜋䜌㐩成(実⾜中䞉80%) 䕔㐜䜜有(50%) 䕕大幅䛺㐜䜜有(30%未満)  

上グ㐩成状況䛾具体的内容 

 国家ヨ㦂䝃䝫䞊䝖䝋䝣䝖䜴䜵䜰䛾䜲䞁䝇䝖䞊䝹䜢㐍䜑䛶䛔䜛䛜䚸演⩦科目
䜔特別ㅮ⩏䛷䛾活用䛜主䛷䛒䜛䚹 

䐥国家ヨ㦂全国⤫一模擬ヨ㦂䛾 3 年次䛛䜙䛾受㦂䜢促䛧䚸早期䜘䜚国家ヨ
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㦂䜈䛾意㆑䜢㧗䜑䜛䚹 
䕔㐩成(100%) 䕕䜋䜌㐩成(実⾜中䞉80%) 䕕㐜䜜有(50%) 䕕大幅䛺㐜䜜有(30%未満)  

上グ㐩成状況䛾具体的内容 

䜋䜌全員䛜䚸全国⤫一模擬ヨ㦂 3日中少䛺䛟䛸䜒1回䛿受㦂䛧䚸早期䜘
䜚国家ヨ㦂䜈䛾意㆑䜢㧗䜑䛯䚹 

4. 市民公㛤ㅮ座䛾実施 䐟㢟名䛂䝩䝛䜢ゎ剖䛩䜛䛃 ㅮ演䠖医用工学㒊⮫床工学科教授 㑣㡲史男先
生  
䕕㐩成(100%) 䕕䜋䜌㐩成(実⾜中䞉80%) 䕕㐜䜜有(50%) 䕔大幅䛺㐜䜜有(30%未満)  

上グ㐩成状況䛾具体的内容 

予定䛧䛯ㅮ師䛾変更䛜䛒䜚䚸年度末䛻予定䛧䛯䛜新型䝁䝻䝘䛾影㡪䛷
中止䛸䛺䛳䛯䚹 

5.学生確保䛾取䜚⤌䜏 

 

䐟䜸䞊䝥䞁䜻䝱䞁䝟䝇䛷䛾在校生䛾参加䜢䛩䛩䜑䚸本学⮫床工学科䝟䞁䝣
䝺䝑䝖䛾㓄布及䜃⮫床工学技士業務䛻䛴䛔䛶䛾䠠䠲䠠䜔㡺布品䛾㓄布䜢
⾜䛖䚹 
䕔㐩成(100%) 䕕䜋䜌㐩成(実⾜中䞉80%) 䕕㐜䜜有(50%) 䕕大幅䛺㐜䜜有(30%未満)  

上グ㐩成状況䛾具体的内容 

学科䜸䞊䝥䞁䜻䝱䞁䝟䝇䜈毎回䚸在校生䛜参加䛧䚸学科⤂介䝟䞁䝣䝺
䝑䝖䜔䠠䠲䠠䛾㓄布䜢⾜䛔䚸来場⪅䜔父兄䜈䛾ㄝ明䜢⾜䛖䛸䛸䜒䛻㉁問等
䛻答䛘䛯䚹 

 
䐠㧗校䜈䛾出張授業䜔大学⤂介䜲䝧䞁䝖䜈䛾参加䜢䛩䛩䜑䜛䚹 

䕔㐩成(100%) 䕕䜋䜌㐩成(実⾜中䞉80%) 䕕㐜䜜有(50%) 䕕大幅䛺㐜䜜有(30%未満)  

上グ㐩成状況䛾具体的内容 

大垣す㧗校䛷⮫床工学技士䛻䛴䛔䛶䛾出張ㅮ⩏䜢⾜䛳䛯䚹桜島小学
校㟁子工作教室䛻参加䛧䚸本学䛾⡆単䛺⤂介䜢⾜䛳䛯䚹 

 
䐡⮫床工学技士⤂介䜲䝧䞁䝖䜈䛾大学学科⤂介䝤䞊䝇䛷䛾参加䜢䛩䛩䜑
䜛䚹 
䕔㐩成(100%) 䕕䜋䜌㐩成(実⾜中䞉80%) 䕕㐜䜜有(50%) 䕕大幅䛺㐜䜜有(30%未満)  

上グ㐩成状況䛾具体的内容 

愛知県䛷䛾数千人つ模䛾⮫床工学技士⤂介䜲䝧䞁䝖䛻㣴成校䛸䛧䛶
参加䛧䚸本学䛾⤂介及䜃䝟䞁䝣䝺䝑䝖䛾㓄布䜢⾜䛳䛯䚹 

 
䐢3 年次䜘䜚就⫋䜺䜲䝎䞁䝇䜔各種対⟇ㅮ座䜈䛾参加䜢促䛧就⫋活動䜢㐍
䜑䜛䚹 
䕕㐩成(100%) 䕔䜋䜌㐩成(実⾜中䞉80%) 䕕㐜䜜有(50%) 䕕大幅䛺㐜䜜有(30%未満)  

上グ㐩成状況䛾具体的内容 

䠏年次䜘䜚各種対⟇ㅮ座䠄㌟䛰䛧䛺䜏䚸䝯䜲䜽䚸小ㄽ文䠅䜈䛾参加䜢促䛧
就⫋活動䛾準備䜢㐍䜑䛯䚹就⫋䜺䜲䝎䞁䝇䛻䛴䛔䛶䛿新型䝁䝻䝘䜴䜲䝹
䝇䛻䜘䜛学生登校不可䛾状況䛻䜘䜚個別䛷対応䜢䛧䛶䛔䜛䚹 



㕥㮵医療科学大学 

 

第㸰㸫㸰期の活動計画の㐩成状況 

 

㔜点分㔝 12㸸各学科教育の特色㸦医用情報工学科㸧 

【基本方㔪:1】 
 学科教育の特色と㨩力づくり 
【基本方㔪:2】 
 国家㈨格試㦂またはㄆ定㈨格試㦂の合格率の目標設定とその㐩成に向けた教育指導 
【中期計画】2018-2020年度 

1㸬教育内容の充実と教育方法・教授方法の改善 

2㸬学習支援と向学心の㧗揚 

3㸬合格率及び入学者あたりの合格率の目標設定とその㐩成に向けた教育指導 

4㸬市民公㛤ㅮ座の㛤催 

㈐任者:医用情報工学科㛗 
分担者: 
事務局:教務ㄢ 

㸰㸮㸯㸷年度活動計画 

対応する中期計画㡯目 活動計画内容 

1䠊教⫱内容䛾充実䛸教

⫱方法䞉教授方法䛾改善 

 

 

 

䐟䠎䠌䠍䠔年度䛻引䛝⥆䛝䚸䠎䠌䠍䠕年度䛻䛚䛔䛶䜒卒業生䛺䛹䛾外㒊ㅮ師䛻䜘䜛

ㅮ演䚸上位学年䛻䜘䜛各種䛾成果発⾲会䜈䛾下位学年䛾参加䛺䛹䚸⮬分

䛾将来䛻䛴䛔䛶䛾具体像䜢学生䛻気付䛛䛫䜛機会䜢䛥䜙䛻充実䛥䛫䜛䚹 
䕔㐩成(100%) 䕕䜋䜌㐩成(実⾜中䞉80%) 䕕㐜䜜有(50%) 䕕大幅䛺㐜䜜有(30%未満)    

上グ㐩成状況䛾具体的内容 

2年生医療情報䝉䝭䝘䞊䊠䜔医療人底力教⫱(学科枠)䚸3年生䛾病㝔実
⩦䛾発⾲会䛺䛹」数䛾機会䜢使䛳䛶䚸外㒊ㅮ師䛻䜘䜛ㅮ演䜔上位学年䛾
⤒㦂䜢⪺䛟機会䜢タ䛡䛶䛔䜛䚹 

 

䐠䜰䜽䝔䜱䝤䝷䞊䝙䞁䜾形式䛾授業䜢䛩䜛䛣䛸䛜㞴䛧䛔知㆑中心䛾授業䛻䛚䛔

䛶䜒䚸学生⮬䜙䛜⪃䛘䛯䜚ウ㆟䛧䛯䜚䛩䜛機会䜢増䜔䛩䛣䛸䛷䜘䜚深䛔理ゎ䛜

得䜙䜜䜛䜘䛖䛻改善䛩䜛䚹 
䕕㐩成(100%) 䕕䜋䜌㐩成(実⾜中䞉80%)䕔㐜䜜有(50%) 䕕大幅䛺㐜䜜有(30%未満)   

上グ㐩成状況䛾具体的内容 

例䛘䜀䚸医療情報技師䝉䝭䝘䞊䊠䛷䛿䚸1䜾䝹䞊䝥 5名程度䛾䜾䝹䞊䝤

䛻分䛛䜜䛶䛭䜜䛮䜜異䛺䜛問㢟䛻䛴䛔䛶䜾䝹䞊䝥䛷㆟ㄽ䛧䛶発⾲䛧䛶㈔

䛔䚸䛭䛾後䛻ゎㄝ䜢䛩䜛䛸䛔䛖ヨ䜏䜢⾜䛳䛯䚹学生同士䛾㆟ㄽ䛜㐍䜏䚸授業

䜢楽䛧䜣䛷授業䜢受䛡䛶䛔䜛感䛨䛜䛒䜛䛜䚸䜽䝷䝇䛾中䛷活発䛻㆟ㄽ䛩䜛学

生䛿大体決䜎䛳䛶䛔䛶䚸㆟ㄽ䛻消極的䛺学生䜢救䛖䛻䛿䚸䜾䝹䞊䝥分䛡䛺

䛹別䛾工夫䛜必せ䛷䛒䜛䛣䛸䚸予定䛧䛶䛔䛯ㅮ⩏内容䜢䛩䜉䛶䛣䛺䛩䛻䛿

時㛫䛜㊊䜙䛪䚸ㄢ㢟䛾提示䛾仕方䛻䛴䛔䛶䜒工夫䛜居䜛䛣䛸䛺䛹䛾問㢟点

䛜判䛳䛶䛝䛯䚹 

2䠊学⩦支援䛸向学心䛾

㧗揚 

 

 

 

 

 

䐟䠎䠌䠍䠔年度䛻引䛝⥆䛝䚸䠎䠌䠍䠕年度䛻䛚䛔䛶䜒㐍㊰䜢⪃䛘䜛上䛷必せ䛸䛺䜛

⮬㌟䛾㐺性䜔⬟力䛻㛵䛩䜛学生⮬䜙䛾気付䛝䜢助䛡䜛情報䜢䝷䝎䞊䝏䝱䞊

䝖䛻図示䛧䛶学生䛻提示䛧䚸䛭䛾内容䜢㋃䜎䛘䛺䛜䜙䚸個䚻䛾学生䛻⮬㌟䛾

目標䛸䛭䛾目標䛻対䛩䜛⾜動ィ画䜢立䛶䛥䛫䜛䚹 
䕔㐩成(100%) 䕕䜋䜌㐩成(実⾜中䞉80%) 䕕㐜䜜有(50%) 䕕大幅䛺㐜䜜有(30%未満)   

上グ㐩成状況䛾具体的内容 

2 年生医療情報䝉䝭䝘䞊䊡䛜䛣䛾䝔䞊䝬䛻直接取䜚⤌䜣䛷䛔䜛科目䛷
䛩䚹昨年度䛸同様䚸実施䛧䛯䚹 

 

䐠䠎䠌䠍䠔年度䛿䚸䛭䛾後䛾䝣䜷䝻䞊䜰䝑䝥䛜出来䛶䛔䛺䛛䛳䛯䛾䛷䚸䠎䠌䠍䠕年

度䛿䚸䠏年次䛻䛭䛾後䛾⤒㐣䛻䛴䛔䛶反省会䜢企画䛩䜛䚹 
䕕㐩成(100%) 䕕䜋䜌㐩成(実⾜中䞉80%) 䕔㐜䜜有(50%) 䕕大幅䛺㐜䜜有(30%未満)   
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上グ㐩成状況䛾具体的内容 

   䝣䜷䝻䞊䜰䝑䝥䛿䚸㐍㊰指導担当䛾窪田先生䛜個別䛻担当䛧䛶䛔䜎䛩䚹

窪田先生䛿 4年生䜽䝷䝇担任䛷䛩䛜䚸就⫋担当䛸䛔䛖任務䜒担䛳䛶䛚䜚䚸䛭

䛣䛛䜙㐍㊰指導䛸䛔䛖役割䛜ㄢ䛥䜜䜎䛩䚹䛣䛾䛣䛸䛛䜙䚸彼䛻䛿 1年生䛛䜙 4

年生䜎䛷䜢含䜑䚸㐍㊰䛺䛹䛻悩䜣䛷䛔䜛全䛶䛾学生䛾情報䛜届䛟形䛷⤌⧊

䛜動䛔䛶䛔䜎䛩䚹䛯䛰䚸䛣䛾形䛷䛿窪田先生䛻多大䛾㈇Ⲵ䛜䛛䛛䜚䜎䛩䚹情

報䛾一極化䛿Ⰻ䛔䛸䛧䛶䜒䚸䛭䛾後䛾䝣䜷䝻䞊䛿⤌⧊全体䛷対応䛷䛝䜛形

䛻変更䛧䛯䛔䛸⪃䛘䚸䛭䜜䛜䛣䛾活動ィ画䛷䛩䚹⤌⧊䛾中䛷䛣䛾䜘䛖䛺体制

䛜䛷䛝䛶䛧䜎䛳䛶䚸䛛䛴䚸学生䛾為䛻一所懸命䛺先生䛜担当䛧䛶䛧䜎䛖䛸䛺

䛛䛺䛛⤌⧊全体䛷動䛛䛩形䛻䛩䜛䛣䛸䛜㞴䛧䛟䚸Ⰻ䛔打䛱手䛜ぢ䛴䛛䛳䛶

䛔䜎䛫䜣䚹 

3䠊合格率及䜃入学⪅䛒

䛯䜚䛾合格率䛾目標タ

定䛸䛭䛾㐩成䛻向䛡䛯

教⫱指導 

 

 

 

 

 

 

䐟㈨格䜢取得䛩䜛䛣䛸䛻積極的䛷䛺䛔学生䛾䛯䜑䛻䚸㈨格䜢取得䛩䜛䛣䛸䛾

意⩏䜢ヰ䛩機会䜢増䜔䛩䚹 
䕕㐩成(100%) 䕔䜋䜌㐩成(実⾜中䞉80%) 䕕㐜䜜有(50%) 䕕大幅䛺㐜䜜有(30%未満)   

上グ㐩成状況䛾具体的内容 

   䜺䜲䝎䞁䝇䛺䛹䛔䜝䛔䜝䛺場㠃䛷㈨格取得䛾㔜せ性䜢伝䛘䛶䛔䜎䛩䚹㈨

格ヨ㦂䜢受㦂䛩䜛学生数䚸並䜃䛻䚸合格数䜒増加䛧䛶䛔䜛䛸䛔䛖報告䜢受䛡

䛶䛔䜎䛩䚹 

 

䐠学科内䛷䚸各科目䛾ㅮ⩏内容䛸䛭䛾目的䛻䛴䛔䛶㆟ㄽ䛧䚸特䛻㈨格ヨ㦂

対⟇科目䛻䛴䛔䛶䛿㏻常䛾科目䛸䛿異䛺䜛教⫱方法䜢取䜙䛺䛡䜜䜀䛺䜙䛺

䛔䛣䛸䛻䛴䛔䛶担当教員㛫䛷意㆑⤫一䜢図䜛䚹 
䕕㐩成(100%) 䕕䜋䜌㐩成(実⾜中䞉80%)䕕㐜䜜有(50%)䕔大幅䛺㐜䜜有(30%未満)   

上グ㐩成状況䛾具体的内容 

新学科タ立䛾ヰ䛜䛒䛳䛯䛾䛷䚸䛣䛾件䛻㛵䛧䛶新学科䛾構想䜢⦎䜛段㝵
䛷㆟ㄽ䜢䛧䛶䛔䜛䛜䚸本格的䛺㆟ㄽ䛿 2020 年度䛾新学科䛾㛤タ䛜ㄆ可䛥
䜜䛯時点䛷始䜑䜎䛩䚹 

 

䐡䠎䠌䠍䠔年度䛻引䛝⥆䛝䚸徹底䛧䛯少人数教⫱䛻䜘䜚合格率䛾向上䛻努䜑䜛䚹 
䕕㐩成(100%) 䕔䜋䜌㐩成(実⾜中䞉80%) 䕕㐜䜜有(50%) 䕕大幅䛺㐜䜜有(30%未満)   

上グ㐩成状況䛾具体的内容 

㈨格ヨ㦂対⟇科目䛾目的䜢䚸䛂内容䜢教䛘䜛䛃䛛䜙䛂ヱ当䛩䜛ヨ㦂䛻合格

䛩䜛䛃䛻変更䛧䛯䚹䛣䛾⤖果䚸㈨格ヨ㦂対⟇科目䛾履修⪅䛿䚸ヱ当䛩䜛㈨

格䛾取得䜢目指䛩学生䛻㝈定䛥䜜䛶䛝䛯䚹䛭䛾⤖果䚸教⫱䛜䜔䜚䜔䛩䛟䛺

䜚䚸例䛘䜀䚸IT䝟䝇䝫䞊䝖䜔デ療情報⟶理士䛾㈨格ヨ㦂䛺䛹䛷䛿正つ䛾授

業以外䛻特別授業䛜㛤ㅮ䛷䛝䜛䜘䛖䛻䚸実㝿䛻㛤ㅮ䛥䜜䛯䚹 

4䠊市民公㛤ㅮ座䛾㛤催 䠝䠥䛜医療䛻及䜌䛩影㡪䛺䛹䚸䛂医療䛸情報䛃䛸䛔䛖ほ点䛷㐺切䛺䝔䞊䝬䜢タ定

䛧䚸市民向䛡公㛤ㅮ座䜢定期的䛻㛤催䛩䜛䚹 
䕕㐩成(100%) 䕕䜋䜌㐩成(実⾜中䞉80%) 䕕㐜䜜有(50%) 䕔大幅䛺㐜䜜有(30%未満)   

上グ㐩成状況䛾具体的内容 

新学科タ立䛾ヰ䛜䛒䜚䚸学科創タ準備䛾為䛻延期䛧䜎䛧䛯䚹 2020年

度䚸新学科䛾タ⨨䛜ㄆ可䛥䜜次第䚸企画䛩䜛䛣䛸䛷㐍䜏䜎䛩䚹 
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第㸰㸫㸰期の活動計画の㐩成状況 

 

㔜点分㔝 12㸸各学科教育の特色㸦薬学科㸧 

【基本方㔪:1】 
 学科教育の特色と㨩力づくり 
【基本方㔪:2】 
 国家㈨格試㦂またはㄆ定㈨格試㦂の合格率の目標設定とその㐩成に向けた教育指導 
【中期計画】2018年度-2020年度 
1.教育内容の充実と教育方法・教授方法の更なる改善と国試合格率の改善 
2.学生支援体制を強化する 
3.研究活動に㛵する中期目標を定め、特色をもつ研究を㐍める 
4.市民公㛤ㅮ座を㛤ㅮし、社会㈉献をおこなう 

㈐任者:薬学科㛗 
分担者:山本秀孝㸦学生㒊委員会㸧、㣤田㟹彦㸦教務㒊委員会㸧、田口博明㸦国試委員会㸧 
事務局:教務ㄢ 

㸰㸮㸯㸷年度活動計画 

対応する中期計画㡯目 活動計画内容 

䠍. 教⫱内容䛾充実䛸教⫱

方法䞉教授方法䛾更䛺䜛改

善䛸国ヨ合格率䛾改善 

低学年䛛䜙㧗学年䜎䛷䛾学㒊学生䛻対䛩䜛教⫱体制䜢充実䛩䜛䛣䛸䛻䜘䜚䚸

個䚻䛾学生䛾学力䜢向上䛥䛫䚸⸆剤師国家ヨ㦂䛾㧗䛔合格率䜢目指䛩䚹 

䞉教⫱䛾充実䛾䛯䜑䚸⸆学教⫱䝉䞁䝍䞊䜢タ⨨䛧䚸必せ䛺教員䛾㓄⨨䜢⾜

䛔䚸䝸䝯䝕䜱䜰䝹教⫱䛾実施䜔成⦼不振学生䜈䛾支援䜢強化䛧䛶䚸⸆剤師国

家ヨ㦂合格䜈䛸䛴䛺䛢䜛䚹 
䕕㐩成(100%) 䕕䜋䜌㐩成(実⾜中䞉80%) 䕔㐜䜜有(50%) 䕕大幅䛺㐜䜜有(30%未満)    

上グ㐩成状況䛾具体的内容 

   6年生䜈䛾介入䚸特䛻中下位層䜈䛾介入䜢昨年䛛䜙㛤始䛧䛶䛔䜛䚹充

分䛺成果䛻䛴䛺䛜䜛䛛䛿䛣䜜䛛䜙䛾ホ価䛸䛺䜛䛜䚸多䛟䛾受ㅮ学生䛿䛧䛳

䛛䜚䛸䝥䝻䜾䝷䝮䜢実施䛧䛶䛔䜛䚹 

 

䞉教務㒊委員会䛻䛚䛔䛶現⾜䜹䝸䜻䝳䝷䝮䜢ぢ直䛧䛶䚸改善䛩䜛䚹 
䕕㐩成(100%) 䕔䜋䜌㐩成(実⾜中䞉80%) 䕕㐜䜜有(50%) 䕕大幅䛺㐜䜜有(30%未満)   

上グ㐩成状況䛾具体的内容 

   旧䝁䜰䜹䝸䜻䝳䝷䝮䛛䜙新䝁䜰䜹䝸䜻䝳䝷䝮䜈䛾移⾜䜒䝇䝮䞊䝈䛷䚸移⾜期

㛫㐣渡期䛾学生䛻対䛧䛶䜒䛧䛳䛛䜚䛸対応䛷䛝䛶䛔䜛䚹 

 

䞉⸆剤師国家ヨ㦂䛾合格基準点䛜ぢ直䛥䜜䚸合格点䛜変動䛩䜛䛣䛸䛛䜙䚸目

標合格率等䜢数値䛸䛧䛶示䛩䛾䛿困㞴䛷䛒䜛䚹従䛳䛶䚸対受㦂⪅合格率䛿

全国私大平均䜢㉸䛘䜛䛣䛸䚸対入学⪅合格率䛿䛭䜜䛻㏆䛵䛟䛣䛸䜢目標䛸䛩

䜛䚹 
䕕㐩成(100%) 䕕䜋䜌㐩成(実⾜中䞉80%) 䕔㐜䜜有(50%) 䕕大幅䛺㐜䜜有(30%未満)   

上グ㐩成状況䛾具体的内容 

   合格率䛿一昨年䛻比䜉䛶下䛜䛳䛯䜒䛾䛾䚸合格⪅数䛿昨年度䜘䜚䜒䠍

名増䜔䛩䛣䛸䛜䛷䛝䛯䚹䝇䝖䝺䞊䝖合格率䜒44.0䠂䛛䜙45.2䠂䛸上昇䛥䛫䛶

䛔䜛䚹 

䠎. 学生支援体制䜢強化䛩

䜛 

学⩦活動支援䛾充実 

䞉新タ䛩䜛⸆学教⫱䝉䞁䝍䞊䛻䜘䜛䚸留年生䚸学業成⦼不振学生䚸卒業延期

学生䜈䛾支援強化䜢⾜䛖䚹 
䕕㐩成(100%) 䕕䜋䜌㐩成(実⾜中䞉80%) 䕔㐜䜜有(50%) 䕕大幅䛺㐜䜜有(30%未満)   

上グ㐩成状況䛾具体的内容 

   ⸆学教⫱䝉䞁䝍䞊所属䛾石嶋准教授䜢中心䛻䚸国家ヨ㦂䞉CBT対⟇委

員会䛸䛧䛶䜒委員全員䛷䚸留年生䚸学業成⦼不振学生䚸卒業延期学生䜈

䛾支援強化䜢実施䛧䛯䚹2018年度䛻比䜉䛶2019年度䛿䚸留年生䛿31名䛛
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䜙26名䛻減少䛧䛶䛚䜚䚸卒業延期学生䛿35名䛛䜙29名䛻減䜙䛩䛣䛸䛜䛷䛝

䛯䚹 

䛧䛛䛧䚸学業不振⪅䛻䛴䛔䛶䛿䚸GPA䠄㏻⟬䛾GPA平均䠅䛜2.0未満䛾

学生䛜2018年度䛿28.0䠂䛷䛒䛳䛯䛾䛻対䛧䛶䚸2019年度䛿29.2䠂䛸増加

䛧䛶䛔䛯䚹䜎䛯䚸CBTヨ㦂不合格⪅䛻䛴䛔䛶䛿2018年度5名䛷䛒䛳䛯䛾䛻

対䛧䛶䚸2019年度䛿8名䛸増加䛧䛶䛔䜛䚹 

 

䞉䝸䝯䝕䜱䜰䝹教⫱䛾実施䠖新入学生䛻対䛩䜛䚸入学時確ㄆヨ㦂成⦼不振科

目䠄化学䚸生物䠅䛻䛴䛔䛶䝸䝯䝕䜱䜰䝹教⫱䜢学科独⮬䛷⾜䛖 
䕕㐩成(100%) 䕕䜋䜌㐩成(実⾜中䞉80%) 䕔㐜䜜有(50%) 䕕大幅䛺㐜䜜有(30%未満)   

上グ㐩成状況䛾具体的内容 

 化学䚸生物䛻䛴䛔䛶成⦼不振⪅䛻対䛧䛶⿵⩦䜢実施䛧䛯䚹参加⪅䛿䛩
䜉䛶䛾䝥䝻䜾䝷䝮䛻䛴䛔䛶実施䛧䛯䛜䚸䛭䛾成果䛻䛴䛔䛶䛿検ド䛷䛝䛶䛔
䛺䛔䚹䛧䛛䛧䚸7月䛻実施䛧䛯CBT模ヨ䛷䛿正答率䛜䚸生物⣔䛾問㢟䛿全
国平均䛷䛒䜚䚸化学⣔䛻⮳䛳䛶䛿 9䠂䜒㧗䛔⤖果䛸䛺䛳䛶䛔䜛䚹化学䛻㛵䛧
䛶䛿多䛟䛾模ヨ䛷㧗䛔水準䜢⥔持䛷䛝䛶䛚䜚䚸䝸䝯䝕䜱䜰䝹教⫱䛾効果䛜
現䜜䛶䛝䛶䛔䜛䜒䛾䛸⪃䛘䛶䛔䜛䚹 

 

䞉学⩦環境䛾整備䠖⮬⩦室䛾㛤放䛸䜸䝣䜱䝇䜰䝽䞊䛾タ定䜢推㐍䛩䜛䚹 
䕕㐩成(100%) 䕔䜋䜌㐩成(実⾜中䞉80%) 䕕㐜䜜有(50%) 䕕大幅䛺㐜䜜有(30%未満)   

上グ㐩成状況䛾具体的内容 

    白子教務ㄢ䛾協力䛾下䚸⮬⩦室ゎ放䛿4年生䚸6年生䛾受㦂勉強䚸定

期ヨ㦂勉強䛺䛹䛻盛䜣䛻利用䛥䜜䛶䛔䜛䚹併䛫䛶図書㤋䜒⮬学䛾䛯䜑䛻

有効利用䛥䜜䛶䛔䜛䚹 

 

学生䛾学⩦意欲向上䜈䛾取⤌ 

䞉䜸䝸䜶䞁䝔䞊䝅䝵䞁䛾充実䠖新入生䚸在校生䜸䝸䜶䞁䝔䞊䝅䝵䞁䜢⾜䛖䚹 
䕕㐩成(100%) 䕔䜋䜌㐩成(実⾜中䞉80%) 䕕㐜䜜有(50%) 䕕大幅䛺㐜䜜有(30%未満)   

上グ㐩成状況䛾具体的内容 

 新入生䚸在校生䜈䛾䜸䝸䜶䞁䝔䞊䝅䝵䞁䛜実施䛥䜜䚸䜎䛯䚸㐺宜䜺䜲䝎

䞁䝇䛺䛹䜒実施䛥䜜䛯䚹 

 

䞉担任制度䛾充実䠖担任㠃ㄯ䜢定期的䛻⾜䛖䚹䜎䛯䚸担任䜢介䛧䛯学生䛚䜘

䜃保ㆤ⪅䛛䜙䛾意ぢ㞟⣙䜢⾜䛖䚹 
䕕㐩成(100%) 䕔䜋䜌㐩成(実⾜中䞉80%) 䕕㐜䜜有(50%) 䕕大幅䛺㐜䜜有(30%未満)   

上グ㐩成状況䛾具体的内容 

 定期的䛻担任㠃ㄯ䛜実施䛥䜜䚸䜎䛯䚸成⦼不振⪅䜢中心䛻担任㠃ㄯ

䛷䛧䛳䛛䜚䛸䝣䜷䝻䞊䛥䜜䛶䛝䛯䚹 

 

䞉学生主体䛻䜘䜛䜲䝧䞁䝖㛤催䜈䛾支援䜢⾜䛖䚹 
学生生活支援䜢拡充䛥䛫䜛 
䞉健康支援䠄定期健康デ断䠅䚸⤒済的支援䠄奨学㔠䛾⤂介䠅䚸生活環境䛾整
備䠄学生生活ㄪ査䜢実施䠅䜢⾜䛖䚹 
䕔㐩成(100%) 䕕䜋䜌㐩成(実⾜中䞉80%) 䕕㐜䜜有(50%) 䕕大幅䛺㐜䜜有(30%未満)   

上グ㐩成状況䛾具体的内容 

 白子事務㒊䠄保健室含䜐䠅䛾協力䛾下䚸健康支援䠄定期健康デ断䠅䚸⤒
済的支援䠄奨学㔠䛾⤂介䠅䚸生活環境䛾整備䠄学生生活ㄪ査䜢実施䠅䛜
実施䛥䜜䛯䚹 

 
就⫋支援活動䛾充実 
䞉䜲䞁䝍䞊䝅䝑䝥䛾⤂介䚸就⫋䜺䜲䝎䞁䝇䚸企業ㄝ明会䛺䛹䜢㛤催䛧䚸就⫋支
援䜢⾜䛖䚹 
䕔㐩成(100%) 䕕䜋䜌㐩成(実⾜中䞉80%) 䕕㐜䜜有(50%) 䕕大幅䛺㐜䜜有(30%未満)   

上グ㐩成状況䛾具体的内容 

    学生㒊䛾協力䛾下䚸学生㒊委員会䛻䜘䜚䚸䜲䞁䝍䞊䝅䝑䝥䛾⤂介䚸就⫋
䜺䜲䝎䞁䝇䚸企業ㄝ明会䛜実施䛥䜜䛯䚹 
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䠏. 研究活動䛻㛵䛩䜛中期

目標䜢定䜑䚸特Ⰽ䜢䜒䛴研

究䜢㐍䜑䜛 

䞉科学研究㈝助成事業䛻⥅⥆的䛻申ㄳ䛧䚸㑅定䛥䜜䛯先㐍的䛺研究ㄢ㢟䛻

積極的䛻取䜚⤌䜏䚸䛭䛾成果䜢社会䛻㑏元䛩䜛䝃䜲䜽䝹䜢有効䛻機⬟䛥䛫

䜛䚹 
䕕㐩成(100%) 䕕䜋䜌㐩成(実⾜中䞉80%) 䕔㐜䜜有(50%) 䕕大幅䛺㐜䜜有(30%未満)   

上グ㐩成状況䛾具体的内容 

   例年䚸⸆学㒊䛾科研㈝䛾採択数䛿多䛔䛜䚸本年度䛾新つ採択数䛿2件

䛻留䜎䜚䚸全体数䛸䛧䛶䜒昨年度䛾25件䛛䜙23件䛻減少䛧䛶䛔䜛䚹 

 

䞉大学䝩䞊䝮䝨䞊䝆䚸䝣䜵䜲䝇䝤䝑䜽䛻研究䛻㛵䛩䜛情報発信䜢䛧䚸䛥䜙䛻三

㔜県䛾企業䛸䛾㐃携構⠏䜢⾜䛔䚸䜘䜚多䛟䛾外㒊㈨㔠䛜獲得䛷䛝䜛䜘䛖䛻䛩

䜛䚹 
䕕㐩成(100%) 䕕䜋䜌㐩成(実⾜中䞉80%) 䕔㐜䜜有(50%) 䕕大幅䛺㐜䜜有(30%未満)   

上グ㐩成状況䛾具体的内容 

   ⥅⥆䛧䛶三㔜県䛾企業䛸䛾㐃携構⠏䜢⾜䛳䛶䛔䜛䛜䚸新つ䛾㐃携䛿⾜
䜟䜜䛶䛔䛺䛔䚹 

 

䠐.市民公㛤ㅮ座䜢㛤ㅮ䛧䚸

社会㈉献䜢䛚䛣䛺䛖 

市民公㛤ㅮ座䜢年数回㛤催䛧䚸㌟㏆䛺䛂健康䛃䜔䛂㌟体䛃䜢䜻䞊䝽䞊䝗䛻䚸⸆

学䞉医学䛻㛵䛩䜛知㆑䜔情報䜢広䛟一⯡䛾方䚻䛻提供䛩䜛䛣䛸䛻䜘䜚社会㈉

献䜢⾜䛖䚹 
䕕㐩成(100%) 䕕䜋䜌㐩成(実⾜中䞉80%) 䕕㐜䜜有(50%) 䕔大幅䛺㐜䜜有(30%未満)   

上グ㐩成状況䛾具体的内容 

   春㛤催䜢予定䛧䛯䛜䚸新型䝁䝻䝘䜴䜲䝹䝇感染問㢟䛾䛯䜑䛻㛤催䛷䛝䛺

䛟䛺䛳䛯䚹 

 

 



㕥㮵医療科学大学 

 

第㸰㸫㸰期の活動計画の㐩成状況 

 

㔜点分㔝 12㸸各学科教育の特色㸦看ㆤ学科㸧 

【基本方㔪:1】 
 学科教育の特色と㨩力づくり 
【基本方㔪:2】 
 国家㈨格試㦂またはㄆ定㈨格試㦂の合格率の目標設定とその㐩成に向けた教育指導 
【中期計画】2018年度-2020年度 
㸯㸬2020年度入学定員 100名および新カリキュラム導入のための準備をするとともに、教育内容
の充実と教育方法等の改善をはかる。 

㸰㸬将来の専㛛職者としての向学心を育成する。 
㸱㸬看ㆤ師・保健師国家試㦂合格率の向上とその㐩成に向けた教育指導の充実をはかる。 
㸲㸬地域の人々が自分らしく生活することを目指して、市民公㛤ㅮ座を㛤催する。 

㈐任者:看ㆤ学科㛗 
分担者:2018㹼2019年度 國分真佐代㸦教務委員㛗㸧、㒓良淳子㸦学生委員㛗㸧 
    2020年度    中井三智子㸦教務委員㛗㸧江口秀子㸦学生委員㛗㸧 
事務局:教務ㄢ 

㸰㸮㸯㸷年度活動計画 

対応する中期計画㡯目 活動計画内容 

䠍 . 2020 年度入学定員

100 名䛚䜘䜃新䜹䝸䜻䝳䝷

䝮導入䛾䛯䜑䛾準備䜢䛩

䜛䛸䛸䜒䛻䚸教⫱内容䛾充

実䛸教⫱方法等䛾改善䜢

䛿䛛䜛䚹 

䐟2020年度入学定員 100名䛻䛺䜛䛻当䛯䜚䚸三㔜県䜢⥙⨶䛧䛯⮫地実⩦䛜㐺
切䛻実施䛷䛝䜛施タ等䜢確保䛩䜛䛯䜑䛾準備䜢䛩䜛䛸䛸䜒䛻䚸⮫地実⩦䜢㏻䛧
䛶地域性䜔文化的⫼景䚸個人䛾価値ほ䜢䜅䜎䛘䛯看ㆤ実㊶力䜢⫱成䛩䜛䚹 
 䕺2020年度䠍年次看ㆤ体㦂実⩦䛜㐺切䛻実⩦䛷䛝䜛施タ等䜢確保䛩䜛䚹
2021年度 2年次基礎看ㆤ学実⩦䛻䛴䛔䛶䜒実⩦施タ䛾準備䜢䛩䜛䚹 

䕔㐩成(100%) 䕕䜋䜌㐩成(実⾜中䞉80%) 䕕㐜䜜有(50%) 䕕大幅䛺㐜䜜有(30%未満)    

上グ㐩成状況䛾具体的内容 

   実⩦施タ䛾確保䛜䛷䛝䛯䚹 
 
䕺䠍年次看ㆤ体㦂実⩦䚸2年次基礎看ㆤ学実⩦䚸3䞉4年次各看ㆤ学⮫地実

⩦䚸4 年次⤫合実⩦䛻䛴䛔䛶䚸病㝔䞉施タ㛵係⪅䛸㐃携䛧䚸実⩦目的䞉目標䛻
照䜙䛧合䜟䛫䛯実⩦䜢⾜䛔䚸看ㆤ実㊶力䜢⫱成䛩䜛䚹 

䕕㐩成(100%) 䕔䜋䜌㐩成(実⾜中䞉80%) 䕕㐜䜜有(50%) 䕕大幅䛺㐜䜜有(30%未満)   

上グ㐩成状況䛾具体的内容 

   1年生䛾新䜹䝸䜻䝳䝷䝮䛻䛴䛔䛶䛿䚸実施後䛾検ウ䛜必せ䛷䛒䜛䚹 
 
䐠䛣䜜䜎䛷䛾教⫱䛾ㄢ㢟䜢㋃䜎䛘䛶改正䛧䛯新䜹䝸䜻䝳䝷䝮䛾䛩䜏䜔䛛䛺㐠用
䛻向䛡䛶準備䜢䛩䜛䚹 
 䕺2020 年度入学生㐺用䛾新䜹䝸䜻䝳䝷䝮䛻䛴䛔䛶䚸㐍⣭基準䚸新旧科目䛾
ㄞ䜏替䛘䜔履修登㘓単位数䛾上㝈䛻䛴䛔䛶検ウ䛩䜛䚹 

䕔㐩成(100%) 䕕䜋䜌㐩成(実⾜中䞉80%) 䕕㐜䜜有(50%) 䕕大幅䛺㐜䜜有(30%未満)   

上グ㐩成状況䛾具体的内容 

   新䜹䝸䜻䝳䝷䝮䛾㐠営䛿㏿䜔䛛䛻⾜䛘䛯䚹 
 
䐡入学定員変更䛻伴䛖教⫱環境䛾整備䜢⾜䛖䚹 
 䕺2020年度入学定員100名䛻䛺䜛䛻当䛯䜚䚸ㅮ⩏室䞉実⩦室等䛾施タ䞉タ備
䜔物品䛾整備䜢⾜䛖䚹 

䕕㐩成(100%) 䕔䜋䜌㐩成(実⾜中䞉80%) 䕕㐜䜜有(50%) 䕕大幅䛺㐜䜜有(30%未満)   

上グ㐩成状況䛾具体的内容 

   2-4年生䛾必せ分䛿今後⤒時的䛻準備䛩䜛䚹 



㕥㮵医療科学大学 

 

䠎.将来䛾専㛛⫋⪅䛸䛧䛶

䛾向学心䜢⫱成䛩䜛䚹 

䐟䠍年次䛾早期䛻⮫床等䛷専㛛䛾㈨格䜢持䛳䛶活㌍䛩䜛看ㆤ⫋⪅䛸接䛩䜛機
会䜢䛴䛟䜚䚸将来䛾䝡䝆䝵䞁䜢描䛟手䛜䛛䜚䛸䛩䜛䚹 
䕺2019年度医療人底力実㊶基礎䊠学科䝥䝻䜾䝷䝮䛻䛚䛔䛶企画䛩䜛䚹       
䕔㐩成(100%) 䕕䜋䜌㐩成(実⾜中䞉80%) 䕕㐜䜜有(50%) 䕕大幅䛺㐜䜜有(30%未満)   

上グ㐩成状況䛾具体的内容 

   毎年工夫䜢䛧䛺䛜䜙䚸上⣭生䜔現場䛾看ㆤ師䛸䛾交流䜢実施䛧䛶䛔䜛䚹
2020年度䛿䚸䜸䞁䝷䜲䞁䛷䛒䛳䛯䛜䚸4年生䜔卒業生䚸現場䛾看ㆤ師䛸䛾交
流䛜䛷䛝䛯䚹 

 
䐠初期教⫱䛾一環䛸䛧䛶接㐝教⫱䜢取䜚入䜜䚸専㛛⫋䛻䜅䛥䜟䛧䛔態度等䜢
学䜆機会䜢䛴䛟䜛䚹 
 䕺⮫地実⩦直前䛾䝬䝘䞊ㅮ座䜢 1䠉3 年生対㇟䛻実施䛧䚸学生䛾看ㆤ䛻対
䛩䜛䝰䝏䝧䞊䝅䝵䞁䜢㧗䜑䚸実⩦施タ䛷䛾看ㆤ師䛛䜙䛾学生䛾ホ価䜢⿵完䛩
䜛効果䜢期待䛩䜛䚹 

䕔㐩成(100%) 䕕䜋䜌㐩成(実⾜中䞉80%) 䕕㐜䜜有(50%) 䕕大幅䛺㐜䜜有(30%未満)   

上グ㐩成状況䛾具体的内容 

2018-2019年度䛿実施䛷䛝䛯䚹2020年度䛿対㠃式䛜㞴䛧䛟検ウ中䛷䛒䜛䚹 
 

䐡在校生䛜䜽䝷䝇䜢㉸䛘䛶交流䛩䜛機会䜔卒業生䛸䛾交流䛾機会䜢持䛱䚸䜽䝷
䝇䜔先㍮䞉後㍮䛾一体感䞉㐃帯感䜢⫱䜐䛸䛸䜒䛻䚸4 年㛫䛾学修䛻䛴䛔䛶予測
性䜢䜒䛳䛶㐍䜑䜛䛣䛸䛜䛷䛝䜛䜘䛖䛻䛩䜛䚹 
 䕺2019 年度医療人底力実㊶基礎䊠学科䝥䝻䜾䝷䝮䛻䛚䛔䛶䚸䠍年次䛸 4 年
次䞉卒業生䛜交流䛩䜛企画䜢実施䛩䜛䚹 

䕔㐩成(100%) 䕕䜋䜌㐩成(実⾜中䞉80%) 䕕㐜䜜有(50%) 䕕大幅䛺㐜䜜有(30%未満)   

上グ㐩成状況䛾具体的内容 

   円滑䛻実施䛷䛝䚸学生䛾ホ判䜒䜘䛛䛳䛯䚹 
  
䕺2019 年度後期䜺䜲䝎䞁䝇⤊了後䛻䛂3䞉4 年生⮫地実⩦等情報交換会䛃䜢企
画䛧䚸3年生䛸 4年生䛜交流䛩䜛機会䜢䛴䛟䜛䚹䛭䛾㝿䚸1䞉2年生䛻䜒参加䜢呼
䜃掛䛡䜛䚹 

䕔㐩成(100%) 䕕䜋䜌㐩成(実⾜中䞉80%) 䕕㐜䜜有(50%) 䕕大幅䛺㐜䜜有(30%未満)   

上グ㐩成状況䛾具体的内容 

   円滑䛻実施䛷䛝䚸学生䛾ホ価䜒䜘䛛䛳䛯䚹 

䠏.看ㆤ師䞉保健師国家ヨ

㦂合格率䛾向上䛸䛭䛾㐩

成䛻向䛡䛯教⫱指導䛾充

実䜢䛿䛛䜛䚹 

䐟䠍年次䛛䜙䠐年次䜎䛷䚸各学年䛾学修内容䛻䛒䜟䛫䛯国家ヨ㦂対⟇䜢ィ画
䛩䜛䚹 
䕺2019年度 1年生䛿 7回䛾ゎ剖生理学䛾学修会䚸2年生䛿 7回䛾病態治

療䛾学修会䚸3年生䛿前期16回䛾外㒊ㅮ師䛻䜘䜛ゎ剖生理学䞉病態治療䛾䝉
䝭䝘䞊䚸後期䛿実⩦䛾䛺䛔㐌䛻実⩦䜾䝹䞊䝥䛤䛸䛻⣙4日䛾⮬己学⩦会䚸4年
生䛿 63 回䛾䝉䝭䝘䞊䛸䝝䜲䝸䝇䜽䜾䝹䞊䝥䜈䛾 22 回䠄一㒊人数䛻䜘䜚 2 䜽䝷䝇
⦅成䠅䛾䝉䝭䝘䞊䜢実施䛩䜛䚹 

䕔㐩成(100%) 䕕䜋䜌㐩成(実⾜中䞉80%) 䕕㐜䜜有(50%) 䕕大幅䛺㐜䜜有(30%未満)   

上グ㐩成状況䛾具体的内容 

   学生䛾䝙䞊䝈䛻合䜟䛫䛴䛴䚸予定回数䛿実施䛷䛝䛯䚹 
 
䕺2019 年度外㒊ㅮ師䛻䜘䜛䝉䝭䝘䞊䜢 1 年生䛛䜙段㝵的䚸⣔⤫的䛻実施

䛧䚸低学年䛛䜙䛾⣔⤫的䛺知㆑䛾修得䛸学修䛾促㐍䜢図䜛䛸䛸䜒䛻䚸成⦼不振
⪅䜈䛾対応䜢低学年䛛䜙⾜䛖䚹 

䕕㐩成(100%) 䕔䜋䜌㐩成(実⾜中䞉80%) 䕕㐜䜜有(50%) 䕕大幅䛺㐜䜜有(30%未満)   

上グ㐩成状況䛾具体的内容 

低学年䛛䜙䛾対応䜢䛥䜙䛻充実䛥䛫䜛必せ䛜䛒䜛䚹 
 
䕺4 年次模ヨ䛾⤖果䛛䜙䚸確実䛻国家ヨ㦂䛻合格䛷䛝䜛水準䛻㐩成䛷䛝䜛

䜘䛖䚸11月初䜑䡚1 月末䜎䛷少人数䛾䝝䜲䝸䝇䜽䜾䝹䞊䝥䜈䛾学修支援䜢強化
䛩䜛䚹保健師国家ヨ㦂対⟇䛸䛧䛶䚸16回䛾䝉䝭䝘䞊䜢実施䛩䜛䚹 

䕕㐩成(100%)䕔䜋䜌㐩成(実⾜中䞉80%) 䕕㐜䜜有(50%) 䕕大幅䛺㐜䜜有(30%未満)   

上グ㐩成状況䛾具体的内容 

   上グ䛾内容䛿実施䛷䛝䛯䛜䚸䝝䜲䝸䝇䜽䜾䝹䞊䝥䛾䝉䝭䝘䞊䛾満㊊度䛜㧗
䛟䛿䛺䛛䛳䛯䛯䜑䚸䝉䝭䝘䞊内容䜔展㛤方法䜢䛥䜙䛻充実䛥䛫䜛必せ䛜䛒
䜛䚹 



㕥㮵医療科学大学 

 

 
䐠国家ヨ㦂対⟇䜢充実䛧䛯䜒䛾䛸䛩䜛䛯䜑䛾予⟬䜢確保䛩䜛䛸䛸䜒䛻䚸保健師
国家ヨ㦂対⟇䛾強化䜢図䜚䚸合格率䜢向上䛥䛫䜛䚹 
䕺2019年度外㒊ㅮ師予⟬䜢確保䛧䚸国家ヨ㦂対⟇䜢充実䛥䛫䜛䚹 
䕕㐩成(100%) 䕔䜋䜌㐩成(実⾜中䞉80%) 䕕㐜䜜有(50%) 䕕大幅䛺㐜䜜有(30%未満)   

上グ㐩成状況䛾具体的内容 

外㒊ㅮ師䛾一㒊䛜不ホ䛷䛒䛳䛯䛯䜑䚸䠎䠌䠎䠌年度䛿外㒊ㅮ師䛾㑅定䜢 
一㒊再⪃䛩䜛必せ䛜䛒䜛䚹 
 
䕺2019 年度保健師国家ヨ㦂模ヨ䜢段㝵的䞉定期的䛻実施䛧䚸出㢟䛾 50䠂

䜢占䜑䜛保健⤫ィ䚸疫学䚸㛵係法つ䛻䛴䛔䛶䚸外㒊ㅮ師䛻䜘䜛㞟中䝉䝭䝘䞊䜢
㛤ㅮ䛩䜛䚹 

䕔㐩成(100%) 䕕䜋䜌㐩成(実⾜中䞉80%) 䕕㐜䜜有(50%) 䕕大幅䛺㐜䜜有(30%未満)   

上グ㐩成状況䛾具体的内容 

実施䛷䛝䛯䚹䛥䜙䛻ⱞ手䛺内容䛻䛴䛔䛶䛿䚸外㒊ㅮ師䛸学生委員会䛜㐃
携䛧䚸2 䝁䝬䝉䝭䝘䞊䜢タ定䛧䛯䚹 
 

䐡学生䛾⮬己学修時㛫䜔場所䛾確保等䛻䛴䛔䛶環境整備䜢䛩䜛䚹 
 䕺2019年度⮫地実⩦䝇䜿䝆䝳䞊䝹䜢䜒䛸䛻⮬己学修時㛫䛾確保時期䜢明確
䛻䛧䛶学生䛸共有䛩䜛䚹 

䕕㐩成(100%) 䕔䜋䜌㐩成(実⾜中䞉80%) 䕕㐜䜜有(50%) 䕕大幅䛺㐜䜜有(30%未満)   

上グ㐩成状況䛾具体的内容 

学生䛾㞟中力䜢㧗䜑䜛工夫䜢䛥䜙䛻⾜䛳䛶䛔䛟䚹 
 
䕺担任教員䛻䜘䜛学修状況䛾確ㄆ䛸学修指導䜢⾜䛖䚹 
䕕㐩成(100%) 䕔䜋䜌㐩成(実⾜中䞉80%) 䕕㐜䜜有(50%) 䕕大幅䛺㐜䜜有(30%未満)   

上グ㐩成状況䛾具体的内容 

䛥䜙䛻充実䛥䛫䜛䚹 
 
䕺⮬己学修䝇䝨䞊䝇䛸䛧䛶䝊䝭室䜔ㅮ⩏室䜢確保䛧䚸学修環境䜢整䛘䜛䚹 
䕔㐩成(100%) 䕕䜋䜌㐩成(実⾜中䞉80%) 䕕㐜䜜有(50%) 䕕大幅䛺㐜䜜有(30%未満)   

上グ㐩成状況䛾具体的内容 

11 月䛛䜙䛿平日䛾䝊䝭室㛤放䛸夜㛫䛾教室㛤放䚸1 月以㝆䛿土日䛾教室
㛤放䜒加䛘䛶実施䛧䛯䚹 

䠐䠊地域䛾人䚻䛜⮬分䜙䛧

䛟生活䛩䜛䛣䛸䜢目指䛧

䛶䚸市民公㛤ㅮ座䜢㛤催

䛩䜛䚹 

䐟㏆㞄地域在住䛾一⯡市民䜢対㇟䛻䚸人㛫䞉環境䞉健康䞉看ㆤ䛻㛵䛩䜛䝔䞊
䝬䛷䛂市民公㛤ㅮ座䛃䜢㛤催䛩䜛䚹 
䕺専任教員䛛䜙䝔䞊䝬䜢募䜚䚸人䚻䛜健康的䛻㐣䛤䛩䛣䛸䚸病気䛻䛺䜙䛺䛔

䜘䛖䛻予㜵䛩䜛䛣䛸䚸家庭䛷役立䛴看ㆤ䛾技䜢学䜆䛣䛸䚸健康問㢟䛻㛵䛩䜛悩
䜏䞉心㓄事䛾相ㄯ䛸䛔䛳䛯内容䛷䛂市民公㛤ㅮ座䛃䜢企画䞉㛤催䛩䜛䚹 

䕕㐩成(100%)䕔䜋䜌㐩成(実⾜中䞉80%) 䕕㐜䜜有(50%) 䕕大幅䛺㐜䜜有(30%未満)   

上グ㐩成状況䛾具体的内容 

   参加人数䜢䛥䜙䛻増䜔䛧䛶䛔䛟工夫䜢⾜䛖䚹 

 


